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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報

注
目
集
め
た
シ
ー
フ
ァ
ー
米
大
使

10
月

15
口

〔日
本

時

間

)
、
北
朝
鮮

に

対
す

る
国
連
制
裁
決
議

(憲
章
7
章
羽
条

に
も

と
つ
く
〕が
満
場

.
致

で
決
定
し
た
.

そ
れ
を
受
け
急
拠

、

ラ
イ
ス
米
囚
務
長

官

が

日
本
、
韓
国

、
中
国
、

ロ
シ
ア
を
歴

訪
.

東
京

へ
は
18

H
午

前

5
時
40
分
に
着

き
、

麻
生
外
相
、
久

問
防
衛
庁
長
官
、
塩

崎
隔11
房
長
官
、
安
倍
総

理
と
会
談
、
翌
19

目
午
簡

11
時
5
分

ソ
ウ

ル

へ
.

ダ

メ
も
と
で
ク

ラ
ブ
も
会
見
を
申
し
込

ん
だ

が
空
振
り
.
今

回
は
外
相
会
談
後

の
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2
人

で
の
ぶ
ら

ト
が
り
会
見

(飯
倉

公
館

20
分

へ、
在

京

8

社
代
表
会

見

(公
邸

30
分

〕、
N

H

K

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

〔公

邸

15
分

}
だ
け

だ

っ
た

、

ラ
イ

ス
長
官

の
訪
H
で
,
当

初

19
日
だ

っ
た
シ
ー

フ

ァ
i
米
国
大
使

の
昼
食
会

は

27
目

に
変
更

に

な

っ
た

.
変
.革

・
強
化

さ

れ
る
H
米
同
盟

と
核
実
験
を
行

っ
た
北
朝

鮮

へ
の
対
応
な

ど
、
中
身

の
濃

い
話

が
聞

け
た
.

ス
ピ

ー

チ
全
文
と
、質
疑

応
答

は
ク

ラ
ブ

の
H
P
の

「
会
見
速
記
録

」

に
.

ク
ラ
ブ
賞
の
新
し
い
推
薦
委
員

2
0
0
7
年
度

の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

賞

(募
集
要
領

17

ペ
ー
ジ
V
の
実
施
を

決

め
た
理
事
会

は
、

ク

ラ
ブ
賞
推
薦
委

員
会

の
メ
ン
バ
ー

で
任

期
満

了
の
細
野

徳

治

(元
毎

日
)
、

渡

辺

み
ど
り

(元

N

T
V
)
委
員

の
後
任

に
、
金
指
正
雄

(元

口
経
論
説
副
主

幹

)
、
田
畑
光
永

(元

T

B
S
北
京
支
局

長

)
を
委
嘱
し
た
。

推
薦
委

員
会

は
、
明
年
-
月
末

の
締

め
切
り
日
ま

で

に
会
員
か
ら
推
薦

さ
れ

た
全
候
補
を
評
価

し
、
選
考
委

員
会

に

報
告
す

る
。
前
記

の
お
二
人
と
と

も

に

重
任

の
相

田
洋

さ

ん

(元

N

H

K

)、

佐
藤
信
行

さ

ん

(元
共
同

)、

播

谷

実

さ
ん

(元
読
売
)
、
吉
村
信
亮

さ

ん

(元

中
日
)
が

こ
の
仕

事

に
当
た
る
。

轟

一
〇

C

-
O

C

.

一

痕

京

都

「

代

田

区

内

幸

町

.

.
ノ

ニ

ノ

、

H

本

プ

レ

ス

セ

ン
ク

ー

ビ

ル

.℃
社

団

法

人

日

本

記
者

ク

ラ

ブ

耳
6

∵
、＼
芝
≦
≦
言

只

b
こ

℃

大

使

の
話
は
別

と

し

て
、
振
り
返

っ
て

み

て
米
国
の
日
本
-国
民

へ
の
説
明
が
少

な

く
な

っ
て

い
る

の
が
気

に
な
る
.
H
P

で

.長
官

ク

ラ
ス
以
上

の
ク

ラ
ブ
会
見
を
引
き

出
し

て
み
て
驚

い
た

m
年

代
、

フ
ぞ
ー
ド
大

統
領
は
じ
め

シ

ユ
レ
ジ

ン
ジ

ャ
ー

国
防

、
ブ

ル
メ
ン
ソ
ー

ル
財
務

、
モ
ー
ト

ン
商
務

、
バ

ッ
ツ
、

バ

!
グ

ラ

ン
ド

の
農

務
な

ど

10
人
が
会
見

し

て

い
る
.
80
年
代

は

ク

エ
ー

ル
副
大
統
領

の
ほ

か

、

リ

ー

ガ

ン
財

務

、

ワ

イ

ン

バ

ー

ガ

ー

国

務

、

シ

ユ
ル

ツ

国

務

、

ボ

ル

ド

リ

ッ
ジ

、

ベ

ル

テ

ィ

、

モ

ス

バ

ー

ガ

ー

の

商

務

、

リ

ン

農

務

な

ど

12

人

、

90

年

代

は

チ

ェ
イ

ニ

ー

、

ベ

リ

ー

の

国

防

、

モ

ス

バ

ガ

:

、

ブ

ラ

ウ

ン

の
商

務

、

ヤ

イ

タ

:

農

務

な

ど

7

人

.

ワて
れ

が

ブ

ッ

シ

ュ

政

権

ハ
㎝

・
1

・

20

〕

に

な

っ

て

か

ら

は

、

オ

ニ

ー

ル

財

務

長

官

(
02

・
1

〕

1

人

だ

け

単

に

政

権

の

メ

デ

ィ

ア

対

応

の

特

微

な

の

か

対

H

基

本

姿

勢

の

変

化

の

反

映

な

の

か

核

の

カ

サ

保

障

の

も

と

で

、

安

保

で

日

本

の

負

担

拡

大

を

進

め

る

、

米

政

府

の

意

図

的

な

説

明

囲

避

な

の

か

..

吟

味

に

値

す

る

,

ベ
ト
ナ

ム
の
新

星

・
ズ

ン
首

相

こ
と

し
6
月
に
就

任

し
た
ズ
ン
首
相
が

会

見

(10

・
20
)

で
み

せ
た
快
活
さ
と
明

晰

さ

は
、

ベ
ト
ナ

ム

の

ニ

ュ
ー
ウ

エ
ー
プ

を

予
感

さ
せ
る
ほ
ど

だ

っ
た
、
56
歳

の
首

相

は
、

12
歳
で
越

南

部
解
放

軍
に
連
絡
員

と

し

て
参
加
、
96
年

に
政
治

局
具
に
な
り
、

党

中
央
経
済
委
員

長

、
国
家
銀
行
総
裁

な

ど

を
務

め
た
。
経

済

に
も
金

融
に
明
る
く

、

決
断

力
も
調
整
力

も

兼
備

か
.

打

て
ば
響
く
ゲ

ス
ト
と

み
る
と
現
金

な

も

の
で
、
次
々
質

問

の
手

が
あ
が
る
.

そ

れ

ら

に
真
正
面
か

ら
答

え
、

予
定

の
時

間

に
な

る
と
、
臼
分

で
お
礼
を
述

べ
て
会
見

を
締

め
く
く

っ
た

,

送
り

の
リ

フ
ト
の
中
で
、
時
間
が
足
り

な
く

て
申

し

わ

け
な

か

っ
た

と

い
う

の

で
、
こ
ち

ら
は

こ
ん
な
こ
と

を
、
来
年
2

月
に
ク
ラ
ブ

の
ア
ジ

ア
取
材

団
が

ベ
ト
ナ

ム
を

訪
問

す

る
準

備
を

し

て

い
る

の

で

「続
き
」

は
そ

こ
で
お
願

い
し
ま
す
、
と
、

す

る
と

「
そ
う

し
ま
し
ょ
う
.

歓
迎
し
ま

す

一
と

の
こ
と
だ

っ
た

.

1
階

に
着

い
た
首
椙
は
、
少

し
離
れ
た

と

こ
ろ
で
国
旗

を

ふ
る
う

ア
オ
ザ
イ
姿

の

女
性

が
ま
ざ

つ
た
グ

ル
ー
プ
を

見

つ
け
、

背
伸
び
を
す

る
よ
う
に
し
て
手

を
あ
げ
て

満
面

の
笑
顔

で
応
じ
た
後
、
車

中

へ
.

〔專
務
理
事

岩

崎
玄
道

)

1、1〕



2006.11.10No.441

渡
辺

靖

慶
応
大
学
教
授

▼
旧
来
の
差
別
か
ら
新
し
い
壁
の
現
出

政
治
、

経
済

、
軍

事

に
偏
唯

し

が
ち
な

米

国
発

の

報
道

が
、

果

た
し
て

米

国

の
生

の
姿

を
十

分

に
伝
え

て
い
る
カ
.

こ

の
短
出

に
答

え

る
シ
リ
ー

ズ

の
第

-
回

に
ふ
さ
わ
し
く
、
知

的
刺
激

に
萬
ち
た
話

だ

っ
た
.

現
地
調
査

に
基

づ
く
渡
辺
教
授

の
ポ
イ

ン
ト
は
、
米
国

で
は
こ
こ
ト
年

ほ
ど
、
文

化
が
政
治

の
中

に
占
め
る
重
.要
性

が
非
常

に
電
く
な

っ
た
、

と

い
う
指
摘
だ

、.
例
え

ば
、
死
刑
制
度
、

差
別
の
積
極

的
是
正
、

妊
娠
中
絶
、
同
性

婚
、
E
S
細
胞

、
知
的

設
計
論
な
ど
を

め
ぐ
る
対
立
が

政
治
問
題

化
し

て
い
る
.一
こ
う
し
た
価
値

、
信
仰

に

基
づ
く
問
題
は
、

妥
協
が
困
難

で
先
鋭
化

し
や
す

い
、

中
間
選
挙

に
し

て
も
、
小
さ

な
政
府
、

白
己
責
任
と

い
う

点
で
は
政
策

の
違

い
は

少
な

い
「、
イ

ラ
ク
問
題
も
、
反

対
派
は
理

10

・
6

〔金

-
研
究
会

「
ア
メ
リ

カ
の
底
流

i

司
会

中
垢
良
則
委
員

出
席

弱
人

念

を
伴

っ
た
代
案

が
出
せ
ず

、
共
和
、
民

主

は
基

本
的

に
近

い
。
州

レ

ベ
ル
で
は
赤

(共

和

)青

(民
主

)と

色
分

け
さ
れ
る
が
、

カ
ウ

ン

テ
ィ

・
レ

ベ
ル
で
は
保
守
、
リ
ベ

ラ

ル
が

混
在
し
、
中

間
色

の
紫
が
し
ば
し

ば
だ
.

個
人
は
も

つ
と
複

雑
だ
。
保
守
化

す
る
米

国
と

い

っ
て
も
、

黒
人

の
国
務
長

官

が

2
代
続
き
、
次

の
大

統
領
選
挙
で
女

性
が
有

力
と
な
る

な
ど

、
単
純

に
決
め

つ

け
ら

れ
な

い
.

新
し

い
社
会
現
象

と

し

て
、
渡
辺
教
授

は
金
米

に
5
万
あ

る

ゲ
ー
ト

・
コ
ミ
ュ
ニ

テ

ィ
ー
を
あ
げ
る
.

住

民

の
多
く
は
白

人

富
裕
層

。

テ
ロ
、

麻
薬

、
犯
罪
、
乱
脈
な

性
な
ど

か
ら
守
ら

れ
た

勝
ち
組

の
自
足

の

砦
だ

、,
白
治
体

に
と

っ
て
も

開
発
費
、
公

的
サ

ー
ビ

ス
の
負

担

が
な

い
の
は
魅
力
..

メ
ガ

・
チ
ャ
ー
チ

も
隆
盛

だ

若
者
を
ひ

き

つ
け

る
た
め
ー.
字
架

も
無

く
、
カ
ジ

ユ

ア
ル
な
服
装

の
牧

師

が
世
俗

的
な
活

で
対

話
を

図

る

.
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ

・
モ
ー
ル
も

あ
り

、
同
じ
社
会

層

が
集
う

教
会
自
体
が

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

だ
,

【
方

で
囚
人
が
増

え
続

け

、
刑
務
所

産
業

複
合
体
が
成
長
産

業
だ

、
堵
掲
を
理

想
と

し
た

米
国
で
、
旧

来

の
差

別

の
壁
が

低

下
す

る

一
方
、
新
し

い
壁

が
実
現
し

て

い
る

の
は
興
味
深

い
.

産

経
新
聞
出
身

宮
本

倫
好

渡
部

潤

一

国
立
天
文
台

天
文

情
報
セ
ン
タ

i
長

▼
宇

宙
の
輪

廻

転

生

こ

の
.夏
、
天
文

の
ニ
ュ
ー

ス
が
新
聞

や

テ
レ
ビ
を
大

い
に

賑
わ
せ
た
.

冥

王
星
が

惑
星
か
ら
外
さ

れ

、
9
個
あ

っ
た
惑
星

が

8
個
に
減

っ
て
し

ま

っ
た
の
だ
..
舞
台

は

国
際
天
文
学
連
合

.、
そ
の
惑
星
定

義
委
員

会

の
委
員
を
務

め

た
渡
部
さ
ん

が

「
大
文

学

の
い
ま
」
を
軽

妙
な
語
り

日
で
解
き

ほ

ぐ
し

て
く
れ
た
.

1
3
7
億
年
前

に
ビ

ッ
グ
バ

ン
と
呼

ば

れ
る
大
爆
発

に
よ

っ
て
生
ま
れ

た
と

さ
れ

る
宇
宙

そ

の
中

で
輝

い
て

い
る
星

々
は

ま
ず
は
字
宙

に
浮

か

ぶ
塵
と
ガ

ス
か

ら
誕

生
し
、
成
長

し
な

が
ら
核
融
合

反
応
を
起

こ
し

て
光
り
輝

く

よ
う
に
な

る
、

こ
う
し
た
赤

ち

ゃ
ん
尾
を
見

る

こ
と

も

で
き
る
、
オ

リ
オ

ン
大
星
雲
を

照
ら

し
出

し

て

い

る

4

つ

の

星

は

生

ま

れ

て

約

2

0

0

万

年

、

そ

れ

で

も

人

間

に

例

え

る

と

生

麦

-

園

制

'f

、
J
Hド

の

赤

ち

ゃ

'

m

・
田

「火

一
研
究
へ
戯

一.大
文
学

の
い
ま

」

d
会

柴

田
鉄

治
委

員

出

席

70
入

ん
星

な

の
だ
と

い
う
.、

成

長
し
た
若

い
星

は
青
く
燦
然
と
輝
く

が
、
核

融
合

の
エ
ネ

ル
ギ

ー
源
で
あ
る
水

素

が
尽
き

て
く
る
と
表

面
温
度
が
ド
が

っ

て
赤

く
な
り
、
最
終

的

に
は
爆
発
を
起

こ

し
て
死

に
至
る
,
と

こ
ろ
が
、
こ
の
時

、

星

は
自

ら
作

っ
た
炭
素

や
窒
素
、
酸
素

な

ど
様

々
な
物
質
を
宇
宙

に
ば
ら
ま
き
、

こ

う

し
た
展

の
か
け

ら
が
次

の
世
代

の
星

の

も

と

に
な

っ
て

い
る
と

い
う

の
だ

.

46
億
年
前
に
で
き

た
私

た
ち
の
太
陽
系

も

実

は
前

の
匿
代

の
星

た
ち
が
作

っ
た
物

質

を
受

け
継
ぎ
、

地
球

は
幸

運
に
も
生
命

を

は
ぐ

く
め
る
絶
妙

の
環
境
に
作
ら
れ
た
。

し
か

し
、
地
球
も

50
億
年

後

に
は
爆
発
し

て
死
を

迎
え
、
ま

き
散

ら
さ
れ
た
物
質
は

次

の
世
代

の
星
に
引
き
継

が
れ
る
こ
と

に

な
る
..
渡
部
さ
ん
は

「宇

宙
は
堤
を
媒
介

に
し

た
物
質

の
輪

廻
転
生

が
繰
り
広
げ

ら

れ

て

い
る

一
と
.、.口
・斐

2
0
6
1
年
8
月

に
は
あ

の
ハ
レ
ー
彗

星
が

再
び
地
球

に
接
近
す

る
と

い
う

.
準

世
紀
も

後

の
こ
と

な

の
で
、

こ
れ
を
見

る

こ
と

は

で
き
な

い
で
あ

ろ
う

で
も
地
上

の
晴
.騒
を
し
ば
し
忘
れ

、
久
し
ぶ
り

に
夜

空
を

仰

い
で
渡
部
さ

ん
が
勧
め
る

、
星
空

浴

一
を
楽

し
ん
で
み
よ

う
と
思
う
.

N
H
K
科
学
文

化
部

長

田
口

五
朗

1、2〕
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中
川

秀
直

自
民
党
幹
事
長

▼
新
政
権
の
高

揚
感

「
安
倍
政
権

の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
を

任
じ
る
中
川
秀
直
自
民
党
幹
事
長
が
、
外

交
を
中
心
に
発
足
早

々
の
政
権
の
実
情
な

ど
を
語

っ
た
。

会
見
は
10
月
11
日
。
安
倍
首
相
が
藏
前

に
中
国
、
韓
国
の
電
撃
訪
問
に
踏
み
切
り
、

北
朝
鮮
が
核
実
験
を
発
表
。
東
ア
ジ
ア
情

勢
が
混
沌
と
し
て
き
た
さ
な
か
と
い
う
絶

好

の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

っ
た
。

中
韓
両
国
訪
問
に

つ
い
て
は

「
安
倍
氏

を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
人
と
見
誤

っ
て
は
い

け
な
い
。
国
益
に
立
脚
し
た
戦
略
の
政
治

家
だ
」
と
説
明
。
靖
国
神
社
参
拝
問
題
を

事
実
上
棚
上
げ
し
て
、
両
国
訪
問
を
決
断

し
た
安
倍
氏
の
柔
軟
性
を
強
調
し
た
。

北
朝
鮮
の
核
実
験

の
発
表
に
も
触
れ
て

「
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
北
朝
鮮

の
中
で

靖
国
問
題
で
日
本
が
孤
立
し
て
い
る
と
指

珊彊

駿

見出ー

上

摘
さ
れ

て

い
た

が
、
今

囲

の
中
韓
と

の
首

脳
会
談

の
結
果

、
H
中

韓
対
北
朝
鮮
と

い

う
戦
略
状

況
が

生
じ

つ
つ
あ

る
」
と
語

っ

た
。

「時

代

が
安

倍
首
相

を

創
り
、
安
倍

首
相

が
歴
史
を

創
る
」
と
も
語

っ
た
。

い

さ
さ
か
大

袈
裟

に
過
ぎ

る
よ
う

に
思
え
た

が
、
政
権

発
足

早

々
の
高
揚
感

は
伝
わ

っ

て
き

た
。

安
倍

政
権

の

「
歴
史

的
意
義
」

に
比

べ

る
と
、

現
実
政

治
を
ど
う

こ
な
し

て
い
く

か
と

い
う

点

で
は
物
足

り
な
か

っ
た
。
政

調
会
長
当

時

に
は

「成

畏
会
長
」
を
自
認

し
て
増
税

に
頼

ら
な

い
成

長
政
策
を
説

い

た
が
、

こ
の
日

の
講
演

で
は
具
体
的
な
政

策

に
は
あ

ま
り

言
及
さ

れ
な
か

っ
た
。

相

次

ぐ
重

要

な
選

挙

に

ど
う

臨

む

の

か
、
郵
政

法
案

に
反
対

し
た
無
所

属
議
員

の
復
党
を

ど
う

判
断
す

る
の
か
、
そ
し
て

「政
治

は

生
活
だ

」
と
訴
え

る
小
沢

一
郎

氏

の
民
主

党
と

の
対
決

の
行
方

は
…
…
。

聞
き
た

い
こ
と

は
山
ほ
ど
あ

っ
た
が
、
講

演

40
分
、

質
問

20
分

で
は
短

す
ぎ
る
。

質
問
も

活
発

だ

っ
た
と

は
言
え

な

い
。

私
も
含

め
て
参

加
者

の
反
省
材
料

だ
。
「小

さ

い
政
府

」

「新

し

い
保
守

の
理
念
」
を

掲
げ

る
論

客
だ

け
に
、
次

回
は
丁

々
発
止

の
応
酬
を

実
現

し
た

い
も

の
で
あ
る
。

朝

日
新

聞
編
集
委
員

星

浩

小
池
百
合
子

首
相
補
佐
官

▼
安
倍
首
相

分
身

の
力
量

安
倍
政
権
の
人
事
で
、
閣
僚
の
顔
触
れ

以
上
に
口
を
引
い
た

の
が
、
5
人
の
首
相

補
佐
官
だ
。
安
倍
晋
.一.首
相
が
ど
こ
ま
で

ク
公
約
〃
通
り
官
邸
主
導
を
貫
け
る
か
。

何
が
で
き
る
の
か
、
本
当
に
首
相
の
プ
レ

ー
ン
た
り
得
る
の
か
、
補
佐
官

へ
の
注
目

の
度
合

い
は
高
い
。

小
池
百
合
子
首
相
補
佐
官
は
5
人
の
中

で
は
た
だ

一
人
の
閣
僚
経
験
者
で
、

い
わ

ば
筆
頭
補
佐
官
と

い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
、.

担
当
も
北
朝
鮮
の
核
実
験
を
受
け
て
政
権

に
と

っ
て
緊
急
重
要
課
題
の
国
家
安
全
保

障
問
題
担
当
。
そ
れ
だ
け
に
小
池
補
佐
官

の
気
負

い
が
記
者
会
見
の
巾
か
ら
も
よ
く

伝
わ

っ
て
き
た
。

安
倍
首
相
か
ら
①
首
相
を
補
佐
し
、
首

相

へ
の
助
言
を
与
え
る
②
日
本
版
N
S
C

(国
家
安
全
保
障
会
議
)
創
設
1

の
任
務

を
言

い
渡

さ
れ

た
。

早
速
、
訪

米
し

、
安

全
保
障
担
当

の

ハ
ド

リ
ー
大
統

領
補

佐

官

と
会
談
し
、
N

S
C

づ
く
り

へ
の
ア

ド
バ

イ

ス
を
も

ら

っ
た
と

い
う
。

10

・
13

ハ金
∀
記
者
会

見

司

会

中
井
良

則
委
貝

出

席

m
人

米
国
と
は
制
度
が
異

な

る
日
本

で
、
大

統
領
府

に
対
応
で
き

る
官
邸
機
能
強
化
が

で
き

る
か
、
閣
僚
と

補
佐
官

が
両
立
す
る

の
か
、
誰
も
が
危

ぶ
ん

で

い
る
の
が
実
情

だ
ろ
う
。
そ
れ
を
も

の
と
も

せ
ず
小
池
補

佐

官

は

「
私
は
ラ
イ

ン
で
は

な

い
の
で
、

一
歩

引

い
て
、
し
か

し
全
体

を
眺
め
渡
せ

る

こ
と

が
必
要

だ
」

「省

益

を
超
え

た
国

益

の
戦
略
強
化
の
下

地
づ
く

り
が
役
割
」

と

、
突
き
進
む
姿
勢

は
明
確
。

し

か
し
北
朝
鮮

に
対
す

る
制
裁
と

い

っ

た
各

論
対
応
に
な

る
と
、
貨

物
検
査
に

つ

い
て
は

「
こ
の
時
点

で

の
判
断

は
し
づ
ら

い
」

「
こ
う
あ

る
べ
き

と

申

し
あ
げ

る

の

は
不
適
当
」
と
、
歯
切

れ
が
悪
く
な

っ
た
。

こ
と

の
性
質
上
慎
重
姿

勢
が
求
め
ら
れ
る

と

は

い
え
、
訪
米
中

に
は

「
安
倍
首
相
の

分
身

に
」
と
ま
で
公
言

し
た
小
池
補
佐
官

と

し

て
は
物
足
り
な

い
。

10
月
9
日
の
北
朝

鮮

の
核
実
験
で
官
邸

に
駆
け

つ
け
る
際
も

「
お
化

粧
に
若
干
時

間
を
か
け
て
」
出
掛

け
る
小
池
補
佐
官
の

落
ち
着
き
ぶ
り
は
特

筆
に
値
す
る
。

共
同
通
信
編
集
委

員

榊
原

元
廣

(3)
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山
本

直
樹

国
立
感
染
症
研
究
所

エ
イ
ズ
研
究
セ
ン
タ
ー
長

▼
ウ
イ

ル

ス
は

サ

ッ
カ

ー

ボ

ー

ル朴
納
な

口
調
で
難

解
な
ウ
イ

ル
ス
遺
伝

子

の
解
説

な
ど
が
続

く
と
、
こ

ら
え
性

の

な

い
記

者

は

つ
い
ウ
ト

ウ
ト

し

て
し
ま

う
。
し

ょ
う

が
な

い
で
す

ね
え
、
と
司
会

者
が
思

い
始

め
た

こ
ろ
、
著
名
な

ウ
イ
ル

ス
学
者
は
何
食
わ

ぬ
顔

で

こ
ん
な
話
を
挟

み
込
む
。

エ
イ
ズ

の
原
因
と
な

る
H

I
V

(ヒ
ト

免
疫

ウ
イ

ル

ス
)
の
大

き
さ
は
直
径
1
1

0
ナ
ノ

・
メ
ー
ト
ル
。

人
間

の
体
を
地
球

大

に
拡
大

し
て
比
較
す

る
と
、

H
l
V
は

サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
程
度

に
な

る
。

「
エ
イ
ズ

と

い
う

の
は

サ

ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
が
地
球

を
や

っ
つ
け

て

い
る
よ
う
な
状

態

で
す
」

あ
れ

?
こ

の
人
、
け

っ
こ
う
面
白

い
人

な
の
か
も

し
れ
な

い
。
ず

い
ぶ
ん
壮
大
な

比
喩
だ
が

、
ウ
イ
ル
ス
の
小
さ

さ
は
リ
ア

ル
に
迫

っ
て
く

る
。

カ
ナ
ダ
の
ト

ロ
ン
ト

で
は

8
月

に
第

16

'

-o

・
17

'些

研
究

会

「
H
I
v
/

エ
イ
ズ
」
⑳

司
会

宮

川

.
雄
委

員

出

席

41
人

同
国
際

エ
イ
ズ

会
議

が
開
か
れ
、
医
学
研

究

の
分
野
で
注

目

さ

れ
た
の
が
治
療

か
ら

多
防

へ
の
シ
フ
ト

だ

っ
た
と

い
う
。

地
球
上
に
は

推
定

3
8
6
0
万
人
も

の

H
I
V
陽
性
者

が

い
て
、
こ
の
人
た
ち
す

べ
て
に
必
要
な

治
療

を
提
供
す

る
の
は
現

状

で
も
至
難

の
業

だ
。

こ
れ
以
上
、
感
染

が
拡
大
す

れ
ば

ど

う
な

る
か
。
そ

こ
で
、

「
病
気

に
な

っ
て
か

ら
治
療
す

る
よ
り

防

ぎ
ま
し

ょ
う
」

と

予
防

の
必
要
性

が
こ
れ

ま

で
に
な
く
重

視

さ

れ
た
。

た
だ
し
、
そ

の
た

め

の
最
大

の
武
器

と

な

る
r
防

ワ
ク

チ

ン
に
関
し
て
は

「
こ

の

先
、

10
年

は
難

し

い
と

い
う
見
方

が
大
勢

を
占
め
た
」
と

い
う
。

こ
の
皆
難

の
10
年

を
持
ち

こ
た
え

る

に
は
ど
う
し
た

ら

い
い

か
。
会
議

で
は

、
男
性

に
頼
ら
ず
女
性

が

自
ら
選
択
で
き

る
感
染

防
止
策
か
ら
、
男

性

の
割
礼
手
術

の
予
防

効
果
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
手
段
が
議

論

さ

れ
た
と

い
う
。

山
本
さ
ん
は

H
月

30
口
か
ら
12
月
2
H

ま

で
東
京

で
開

か
れ

る
第
20
回
H
本

エ
イ

ズ

学

会

の
プ

ロ

グ

ラ

ム
委
員
長

で
も

あ

る
。
人
間
を

地
球

大

に
拡
大
す
る
こ
と

で
、

山
太
ー
マ
ジ

ッ
ク

は
難
解

な
基
礎
研
究

を

一

気

に
等
身
大

に
近

づ

け
て
見
せ
た
。

エ
イ

ズ
学
会
も
楽

し

み
だ
。

産
経
新

聞
編

集

長

宮
田

一
雄

ジ

ャ

ッ
ク

・
ロ
ゲ

ー
O

C
会

長

▼

「
外

科

医
」

の
手

法

と
決

断

2
0
0
1
年

に
フ
ァ
ン
・
ア
ン
ト

ニ
オ
・

サ

マ
ラ

ン
チ
氏

か
ら
国
際

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

委
員
会

(1

0
C
)
会
長

職
を
引
き
継

い

で
以
来

、

4
度

目

の
来

目
。

今

回
は
、
2

0

1

6
年

夏

季

五
輪

へ
の

H
本

の
都
市

(東
京
都

)
の
立

候
補
を
視

野

に
入
れ
た
、

H
本

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
委

員
会

(J

O
C
)

な
ど

か
ら

の
働

き
か
け
に
応
じ
た
。

ベ
ル
ギ

ー
の
整
形
外
科

医
だ

っ
た
ジ

ャ

ッ
ク

・
ロ
ゲ
会

長
は
、
1
0
C
を
率

い
る

手
腕

に
も

「
外

科
医
」
が

の
ぞ
く
.
詳
細

な
デ
ー
タ
を
把

握
し
、
執

刀
時

に
は
自
ら

決
断
す

る
.
外

交
官
だ

っ
た
サ

マ
ラ
ン
チ

氏

一
流

の
根

回
し
、
人
心

の
読

み
や
、
半

歩
先
を

見
越

し
た
布
石
と

い

っ
た
掌
握
術

で
は
な
く
、
透

明
性
、
民
・モ
性
、
理
論
で

攻
め
る
。
良
く

も
悪
く
も
、

1
0
C
を
会

社
組
織

に
変
え

た
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
だ
。

ノ

ー0

・
19

ρ木
'
記
者

会
見

司
会

井
皿
由
美
委

員

通
訳

池

田
薫

出

席

鵬
人

ロ
ゲ
会
長
は
、
事

実
を
告
知
し
な

い
こ

と
は
あ

っ
て
も

、
曲
げ

て
伝
え
る

こ
と
は

し
な

い
た
め
、
意

図
を

そ
の
、.日
葉

に
汲

み

易

い
。
会
見
で
は
、

北
朝
鮮

の
核

実
験
実

施
宣
言

で
、
2
0
0

8
年
北
京
五
輪

に
向

け

た

初

の
南

北

朝

鮮

合

同

チ
ー

ム
結

成

に
、
今

や

「疑

問
符

が
付

い
た
」
と
、
先

行
き

の
暗
雲
を

認
め

た
。
野
球

の
五
輪
実

施

競
技

へ
の
復

帰

に
は
、
「大

リ

ー
グ

ト

ッ
プ
選
手

の
参
加

と
薬
物
問
題
」
が
、
依

然
大
き
な
障
壁

で
あ

る
と
指
摘
し
た
。

肝
心

の
東
京
五
輪
招
致

に
関
し

て
は
、

二

つ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ

を
残
し
た
。
東
泉

の

立
候
補
を

1
0
C
が

非
常
に
喜

ん
で

い
る

こ
と
.

こ
れ
は
本
音

で
、
人
都
市
が
手
を

挙
げ

κ
輪

の
プ

レ
ス
テ
ー
ジ
が
上
が

る
こ

と

、
経
済
大
国
日
本

で
五
輪

へ
の
関
心

が

.再
び
高
ま

る
こ
と
は

、
1
0
C

の
有
形
無

形

の
財
産

に
な
る
。

た
だ

、
日
本

の
招

致

の
質

の
高
さ

に
確

信
を

.小
し
な
が
ら
も

、
過
去

8
度

の
開
催

経

験

が
あ
る
米

国
な

ど
を
念

頭

に
、

「他

の
候
補
都
市
も
全
く

同
じ
で
、
厳
し

い
戦

い
に
な

る
」
と

ク
ギ

を
刺
し
た
.
わ
ざ

わ

ざ
言
及

し
た
あ
た
り

、
日
本

の
招
致
関
係

者

は
ど
う
読
む
か
・.

読
売
新
聞
運
動
部
次

長
結
城

和
香

子

(4)
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グ

エ
ン

・タ

ン
・ズ
ン

ベ
ト
ナ
ム
首
相

▼
戦
時

の
闘

士

・
平
時

の
経

済

通

ベ
ト
ナ

ム
最
南
端

の
カ

マ
ウ
市

で
生
ま

れ
、
け
歳

で
解

放
戦
線

に
参
加

し
た
。
泥

と
炎

の
戦
場

を
連
絡
員
と
し

て
走
り
、
や

が
て
カ
ン
ボ

ジ

ア
国
境

の
キ

エ
ン
ザ

ン
省

に
派
遣
さ
れ

軍
務
所
長
と
し

て
指
揮

米

軍
が
撤
退
し

た
時
26
歳
、
青
春

は
戦

い
の

中
だ

っ
た
、

「
ベ
ト

コ
ン
の
闘

」
」

を
思

わ
す
経
歴
だ

が
、
会

見
に
現
れ
た
ズ

ン
首

栩
は
剛
直
と

は
対
極

の
雰
囲
気
、
南

部
人

の
気
質
か
ざ

っ
く
ば

ら

ん

で
柔

軟

「
ベ

ト
ナ
ム
も
頭

の
柔
ら

か
な
人
が
首
柑

に
な

っ
た
」
と
新
鮮

な
印

象
を
与
え
た

.

「最
大

の
貿

易
相

手
国

で
あ

る
日

本
は

発
展

に
欠

か

せ

な

い
最
大

の

パ

ー
ト

ナ

ー

、
汽

相

に
な

っ
て
最
初

の
訪

問

国
に

H
本
を
選
ん

だ
、
縄
済
発
展
を

最
優
先
の

課
題
に
し

て

い
る
か
ら
だ

、
2
0

1
0
年

ま
で
に

一
人
当

た
り
G
D

P
を

1

2
0
0

ド
ル

〔現
在

7
0
0
ド
ル
)
に
引
き
ヒ
げ

る
と

い
う
、、
口
本
と
経
済
連
携
協
定

F

T
A
)
の
協
議

を
始
め
、
近
く

W

T
O
に

m

・
⑳

一翁

、
記
名

ヘ
ハ
兄

司

公

宇
治
敏

彦
企

呵

差
員

艮

岨

遅

7

、一
ン

・
カ

ン

9
ル
す

ン
白

目

ヘ
ト

卸
ム
κ
使

館
参

肇

官

出

席

国
'
、

加
盟

す
る
、
と

.、.、ロ
明
し

た

,

解

放
戦
争

の
輝
か

し

い
勝
利

の
陰

で
ベ

ト

ナ
ム
は
深

い
傷
を
負

っ
た

数
百
.力
八

が

死
亡

・
負
傷

し
、
産

業

や
生
活

の
イ

ン

フ
ラ
は
根

こ
そ

ぎ
破
壊

さ

れ
た
.
そ
の
後

、

中

国
と
は
紛
争

が
起
き

、
頼

み
と
し
た

ソ

連

は
崩
壊

し
た

-
独
自

の
市
場
経
済
ド

イ

モ
イ
を
f
探
り

で
始

め

て
20
年
、
や

っ
と

成
.長

の
足
が
か
り
を

つ
か

ん
だ
が
、

タ
イ

や

マ
レ
ー
シ

ア
に
水

を

開

け

ら

れ

て

い

る
.

奇

跡

的

な
復

興

を

遂
げ
た
日
奉

の
知

恵

を
借
り
た

い
L
と

日
本

に
援
助
を
求

め

る
が
、

ベ
ト
ナ
ム
に

は
底

力
が
あ
る

ア

メ
リ
カ
を

破

っ
た

戦
闘
力

の
背
後

に

は
、

正
確

で
持

続
的
な

組
織
プ
レ
ー
が

で

き

る
勤
勉
な
風

上
が
息

づ

い
て
い
る
.

8
0
0
0
万

の
人

[
は
豊
か
な
労
働
力

と
大
き

な
市
場

で
あ

る
.
政
策
と
指
導

者

に
恵

ま
れ
れ
ば

躍
進
す

る

可
能
性
を
秘
め

た
国

・
ベ
ト
ナ

ム
。
党
中

央
経
済
委
員
長
、

国
家
銀
行
総
裁

を
経
験

し
た
柔
ら
か
頭

の

ズ

ン
首
相

が
腕

を
振

る
う
時
が
き
た

.

朝

日
新
聞
編

集
委
員

山
田

厚
史

フ
ィ

ル

・
ゴ

フ

ニ
ュ
ー
ジ

ー

ラ

ン

ド

国

防

・
貿

易

相

▼
東

ア
ジ

ア
経

済

連
携
協
定

へ
の

期
待

キ
ウ
イ

の
輸

出
促
進
か
ら
大
聴
破

壊
兵

器

の
拡
散
防

止

構
想

[P
S
l

}
ま

で
、

管
轄
は
広

い

北
朝
鮮

の
核
実
験

か
ら
約

2
週
間
と

い
う

時
節

が
ら
、
質

問

は
安
令

保
障

の
分
野

に
集

中
し
た
、

国
連
で
決

議

さ
れ
た
北
朝
鮮

へ
の
船
舶

検
径
に
、

ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

〔N
Z
)

は
参
加
す

る

の

か
と

の
問

い
に
対

し
、
「
国

連

の
決
め
た
要

件

の
も
と
、
国
際
法

の
枠

組

み
の
中

で
行

う

」
と
答
え
た

.
公

海
ヒ

で
強
制
力
を

伴

っ
た
船
舶
検
査

が

で
き
る

か
ど
う
か
に

つ

い
て
は
、
積
極
的

な
米
国

と
消
極
的

な
中

国
な
ど
各
国
で
温
度
差

が

あ

る
が
、
ゴ

フ
氏

は
慎
重
な
二,口
い
回
し
に

終
始
し
た
.

.
方

で

コ
N
Z
は
P

S
I
に

賛
同
し
訓
練

に
参
加
し

て
い
る

.
北
朝
鮮

の
船
に
人
最

破

壊
兵
器
が
積
み
込
ま

れ
て

い
る
と
の
情

報

が
あ

っ
た
場
合

は
、
協
力

附

・
21

.さ

記
菖
ヘ
ム兄

司
会

中
呼
良
則
委
員

岨
訳

池
田
熊

出
席

邸
人

す

る
」
と
述

べ
た
.

N
Z

は
H
本
よ
り
は

る
か
に
厳
し

い
非

核
政
策

を
貫
く

.
米

国
、
豪
州
と

の
3
国

間
安
全

保
障
条
約

の
ア
ン
ザ

ス
条
約
も
凍

結

し
、
米
国

の
核

の
傘

に
は
人

っ
て

い
な

い
「.
「
核

兵
器

の
保

有

に
向

け
た
論

議
も

必
要

だ

一
と

U
に
す

る
日
本

の
政
治
家
も

い
る
中

、
、
核
は
持

た

な

い
」
と
明

...[
し

た
安

倍
晋

一.一首
捌
に
対
し
、
ゴ

フ
氏

は
「
首

相

の
は

っ
き
り
し
た
表
明
を
強
く
北
持
す

る
」

と
歓
迎
し
た
「

30
分

の
ス
ピ
ー
チ

の
う
ち
、
τ
分
以
」

を
費

や

し
た

の
は
日
本
と

N
Z
の
貿
易
促

進

に

つ
い
て
だ

っ
た
.

H
本
は
農
産
物

の

市
場

開
放

に
慎
重
で
、

N
Z
と
は
自
由
貿

易
協
定

〔
F
T
A
〕

の
交
渉
も
始
め

て

い

な

い
、
ゴ

フ
氏
は

「,N
Z
の
農
産
品

の
脅

威

は
大
げ
さ
に
語
ら
れ

て

い
る

.
H
本
と

N
Z
は
季
節
が
逆

で
、

日
本

の
農

産
物
と

は
競
含

し
な

い
、
私

た
ち
は
質

の
高

い
安

全

な

食

べ
物
を

送

り

出
す

こ
と
が

で
き

る

」
と
熱
を
込
め
て
語
り
、
日
本

政
府
が

今

年

8
月

に
提
唱
し
た
、

ア
ジ

ア
各

国

に

N
Z
と

豪
州
、
イ
ン
ド
を
加
え
た

「
束

ア

ジ

ア
経

済
連
携
協

定

」

(E
P
A

)

へ
の

期

待
感

を
強
く
表

明
し
た
っ

毎

[
新
聞
外
信
部

山
本

紀
子

叱51
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ハ
ン

ス
ーー
ヨ
ア

ヒ

ム

・
デ

ア

駐

日
ド
イ

ツ
大

使

▼
若

い
世
代

の
交
流
拡
大

を

「
日
独
友
好

の
絆

を
、
若

い
世
代

に
引

き

継

い
で

い
き
た

い
」

23
年

ぶ
り

...度
口

の
日
本
勤
務
.

70
年

代
半

ば
、
神
、11
の
総
領
事

館
に
初
め

て
赴

任

し

た
こ
ろ
と
比

べ
る
と

、
H
独
が
圧

い

の
国

に
抱
く

イ
メ
ー
ジ

は
大
き
く
変
わ

っ

た
と

い
う
。

「
圧

い
の
ポ
ジ

テ

ィ
ブ
な

イ
メ
ー
ジ

は

変

わ

っ
て

い
な

い
が
、

ド
イ

ツ
と
..呂
え
ば

ク

ラ
シ

ッ
ク
、
口
本
と

言
え
ば

マ
ン
ガ
大

国
、
と
昨
今

は
狭

い
領

域
だ
け
で
見
ら
れ

が
ち
,

そ
れ
を
改
善
し

た

い
」

今
も
昔
も

、
ロ
本
人

は
ド
イ

ツ
が
大
好

き

だ

.
し
か
し
、

H
本

人
が
愛
し
て
や
ま

な

い
の
は
、

日
本
人

が

一
方
的
に
描

い
て

い
る
イ

メ

ー
ジ

に
偏

し
が
ち
な

の

も

確

か
..
な

か

な
か

「
新

し

い
ド
イ

ッ
」

の
実

像
が
伝
わ

ら
な

い

.

優
し

い
語

ノ

㈹

・
24

ハ大

・
記

音
会
見

司
会

矢

島
誠

司
委
員

通
訳

田
目
絵
美

石
川
桂
r

出
席

“
人

り

11
の
中

に
、

そ
ん
な
も
ど
か

し

さ
も

に

じ
む
。
「
ベ
ル
リ

ン
に

い
る
欧
米

の
若

者

は

ア

ー
ト
、

フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
音
楽

、

ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と

、

ベ
ル
リ

ン
の
魅

・刀
に
取
り

懸
か
れ
て

い
る

,

ロ
ン
ド
ン
や

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
比

べ

て
ま
だ
完
成

さ
れ

て

い
な
い

エ
キ
サ
イ

テ

ィ

ン
グ
な
魅
力
を

感

じ
て

い

る
よ
う
だ
」

「
日
本

の
若
者

に
も

面
自

い
、
創

造
的

な
、
楽
し

い
国

、
と

の
イ
メ
ー
ジ

を
発
進

し
て
い
き
た

い
,

ロ
ン
ド

ン
で

一
週
間
過

ご
す
費

用
で
、

ベ
ル
リ

ン
な
ら

一
カ
月
楽

し
め
ま
す
し

」

一
時
間

に
わ

た

る
講
演
と
質

疑

は
、
大

使

の
幅
広

い
外

交
経
歴
を
反
映

し

、
安
保

理
改
革
か
ら
ト

ル

コ
の
欧
州
連

合

(E
U
}

加
盟
交
渉
、

戦

後
補
償
問
題
ま

で
多

岐
に

わ
た

っ
た
が
、

こ
の
H

の

一
貰
し

た
テ
ー

マ
は
若

い
世

代

の
交
流
拡
大
.

こ

の
夏
ま

で

全

国

的

に
展

開

さ

れ
た

「
H
本

に
お
け

る

ド
イ

ツ
年

」

や
、
先

の

サ

ッ
カ
ー
W
杯

で
の
盛
り
上
が
り

を
受
け

て
、
新
し

い
ド

イ

ツ
像
が
ど
う
展

開
さ
れ

る
か
、
大

い
に
楽
し
み
だ
.

東
京
新
聞

外

報
部
長

安
藤

徹

太
田

昭
宏

公
明
党
代
表

▼

二

つ
の
キ

ー

ワ

ー

ド

な

に
げ
な

い
言
葉

が
、

物
事

の
本
質
を

語

る

こ
と

が
あ

る
.

そ

の
意
味

で
太

出
昭
宏

公
明
党
代
友

の

会

見

で
印

象
的

だ

っ
た

の
は
、
「考

え
方

が
違
う

」
と

「
閣
ド
」
と

い
う

.
一
つ
の
.ゴロ

葉

で
あ

っ
た
.

前
者

は
、
安

倍
正
旦
..首

相
と
ど
う
向
き

合

う

か
と

い
う
質

問
に
答

え
る
文
脈

で
出

て
き
た
。

太

旧
氏

は
「
現

行
憲

法

は
優
れ

て
い
る
、

全

然
だ

め
と
か

、
押

し
付

け
ら
れ
た
と

い

う

な

ら
、
考
え

方
が
違
う

」
と
語
気
を
強

め
た
.

そ
れ
ま

で

「肖

民
党
総

裁
、
総
理
大
臣

と

個

人

の
考
え

は
違

・つ
ー、

(安
倍
氏

は
)

総

裁
、
総
理
と
し

て
発
....口
し

て

い
る
」
「
信

頼

関
係
は
高
ま

っ
て

い
る
」
な
ど
と
、
首

相

を
か
ば
う
よ

う
な
発
、言
が
続

い
て
い
た

10

・
25

一水

}

悌
.食

会

司
会

岸
田
郁

弘

理
事

橋
本
症
郎
委
員

出

席

皿
人

だ
け
に
、
お

や

っ
と
思
わ
せ
た
、

首
相
は

「
占

領
軍

の
影
響
下

で
憲
法
が

制
定
さ
れ
た

の
は
間
違

い
な

い
事

実
だ
。

制
定
過
程

に
こ
だ
わ

ら
ざ
る
を
得

な

い
」

と
語

っ
て

い
る
.
両
者

の
憲
法
観

の
溝
は

深

い
よ
う

に
み
え

る
。
連
立
政
権

の
存
続

を
決
し
か
ね

な

い
問
題

に
な

っ
て

い
く

の

だ
ろ
う
か
。

後
者
は
、
今

年

3
月

に
訪
中
し

て
胡
錦

濤

国
家

主

席

と

の
会

談
を
披

露

し

た
と

き
、
「閣
下

」
と

敬
称
を

つ
け
た
も

の
だ
。

最
高
指
導
者

に
敬
意
を
示
し
た

の
は
、
党

問
交
流

に
お

け
る
存
在
感

の
違

い
が
背
景

に
あ
る
の
だ

ろ
う
、
だ
が
、
日
中

間

で
は

.
対
等
〃
な

交

流

が
や
は
り
基
本

に
違

い

な

い答
え
に
く

そ
う
な
質
問
も
あ

っ
た
。
竹

人
義
勝
氏

(初
代
委

員
長
〕
な
ど

を
攻
撃

し

て

い
る
真

意

を
問

わ
れ
、

「竹

入

氏

は

党

の
お
金
を

私
的

に
流
用
し
た
と

い
う
事

態
だ
。庶
民

の
党
と

は
随
分
違

い
が
あ

る
。

あ

い
ま

い
で
は
な
く

、
批
判
し
た

ほ
う

が

い
い
」
と
説

明
し
た

。

そ

つ
の
な

い
受
け

答
え
ぶ
り

で
は
あ

っ

た
が
、
丁
寧

に
、
率
直

に
、
思
う

と

こ
ろ

を
語
り
か
け

て

い
た
。

産
経
新
聞

論
説
副
委
員
長中
静

敬

一
郎

(6}
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羽
生

善
治

三
冠

▼
瓢

々
と
し
た
な

か
に
も
風
格

「
15
連

覇

」

は
大
変

な

偉

裳

に

違

い
な

い

が
、
か

つ
て

「
し
冠
」

を
制
覇
し
、

タ
イ
ト

ル

通
算
獲
得
数

が
歴
代
2

位

の
65
、
現
在
も

王
位
、

王
将
と

の
三
冠
と

い
う

羽
生
王
座

の
場
合

、
単

な
る
通
過
点

に
過
ぎ
な

い
気
が

し

て
く
る

か
ら
不
思
議
だ

.
「
囲
む
会
」

で
は
、
瓢
々

と
し
た
語
り

[

の
な
か
に
、

36
歳

の
年
齢

に
似
合
わ
な

い
風

格
す
ら
漂
わ
せ
て
い
た
、

代
表
質

問
と

い
う

こ
と

で
、

羽
生
王
座

が
少
し
は
考

え
込

む
よ
う
な
問

い
を
し
た

つ
も
り
だ

っ
た

が
、
百
戦
錬
磨

の
棋
L
に

は
通
川
し

な
か

っ
た
よ
う

だ
、

「、七

冠
の

と
き

の
自
分

と
対
決

し
た
ら
勝

て
る
か
」

と

い
う
質

問

に
は

「勝

て
る
か
ど

う
か
は

別
に
し
て
、

当
時

よ
り
は
将
棋

へ
の
理
解

が
進
ん
で

い
る
と

思
う
」
と

の
返

算
、.
同

じ
く

「
最
盛

期

の
大
山
康

晴
十

煮
世
名
人

が
相
手
な
ら

」
と
き
く
と
、

コ
大
山

名
人
は
)
新

し

い
戦
法

に
は

て
こ
ず

る
か

も
し
れ
な

い
が
、
力
戦
型
に
な
れ

ば
今

で

も
超

一
流

の
は
ず

」
。
大
先
輩

へ
の
畏
敬

の
念
を
持
ち

つ
つ
、
..轟
菓

の
端

々
に
ト

ッ

川

・
師

.水

.
閉
む
へ
嵩

司
へ
蓋

柴
川
鉄
.耐
震父
員

仁

村
続
日
経
褐
集
委
員

出
席

58
人

プ
棋
L
と
し
て

の
自
信

が

の
ぞ
く

今
年

、
話
題
を
ま

い
た
名
人
戦
問
題
に

関

し

て
は
、
朝
B
、
毎

H

の
具
体
的
な
共
催

の

形
態

が
決
ま

っ
て
い
な

い
状

況

の
た
め
突

っ
込

ん
だ
話
は
出
な
か

っ
た

.

し
か

し
、
会
員
か
ら

の

「
平

常

心

の
持
ち

方

一

「
勉

強
法

と
休
養

法

」

と

い

っ
た
質
問

に
対
し

て
は

「
ぽ
ー

っ
と

し

て

い
る
の
は
大
事
な

時

間

」
な
ど
と

、

ユ
:

モ
ア
も
交

え

て
H
常
生
活
を
紹
介

.

将
棋

の
国
際

化
な
ど

普

及
に
話
が
及
ぶ

と

「
日
本

の
将

棋
は
チ

ェ
ス
な
ど
と
比

べ

て
も

特
異
な
ゲ
ー
ム

.
世
界
並
目
及

の
た

め

に
駒

の
形
状
や
文
字
を

含

め
て
、
様

々
な

ア
イ

デ
ア
が
出

て
き

て

い

い
」
と
熱

っ
ぽ

く
語

っ
て
い
た

、

将
棋

の
棋
士

が
こ

の
会

に
登
場

し
た

の

は
、
晩
年

の
大
山
名

人

以
来
、
16
年

ぶ
り
、

将

棋

界

の
中
心

人
物

と

い
う
意
味
合

い
で

は
そ

の
大
山
名

人
以
来

の
人
材
で
あ

る
こ

と

は
間
違

い
な

く
、
ま

た
将
棋
界

の
将
来

を

最
も
考

え
て

い
る

の
が
羽
生
土
座

で
あ

る

こ
と
も
確
信

で
き

た
。

日
本
経
済
新

聞
編
集
委

員

木
村

亮

ト

ー
マ
ス

・シ

ー

フ
ァ
ー
駐

日
米

国

大
使

▼
核
保

有

論

議

を

け

ん
制

「
米
国

の
牛

肉

が
出

た
よ
う

に
思

っ
た

ん
で
す
が
、
そ
う

だ

っ
た
ん
で
す

か
ね

え
、

米
国

の
牛

肉
と

い
う
前
提

で
す

が
、
と

て

も
お

い
し
か

っ
た
と
思

い
ま
す

」

軽

い
ジ

ョ
ー

ク

で
始
ま

っ
た
大

使

の
記

音
会
見
は
、
北

朝

鮮

の
危
機

に
関
し

て
、

米
国

の
日
本

に

対
す

る
姿
勢
が
十

二
分
に

伝
わ
る
内

容
だ

っ
た

.

大
使
が
冒
頭

に
読

み
ヒ
げ
た

ス
テ
ー
ト

メ
ン
ト

で
重
点

を

置

い
た
の
は
政
府

・
与

党

の

一
部

で
出

て

い
る

「核
兵
器
保

有
論

議
」
だ

っ
た
、

「
こ
の
危

機

の

問

に
日
本
も

核

武
装

す

る
必
要
が
あ

る

の
で
は
な

い
か
と

い
う
意

見
が
出
始

め

ま

し
た
」
。

そ
う

切

り
出

し

た
大
使

は
、

「冷

戦

の
真

っ
只

中

に

フ
ラ

ン
ス
の
ド

ゴ
ー

ル
大

統
領
が
今

の
H
本
と

川

・
『

・↑
.
督
鼠
食

司
会

金
f
茂
紀
理
賞

宮

川
議

費
“

通
訳

v
.・
.ト
ー

諺

コ

池
川
煎

出
幅

臨
尺

同
じ
議

論
を
行

っ
た
。
し

か
し
、
歴
史
を

振

り
返

る
と
間
違

っ
て

い
た

」
と
指
摘

、

「米

国

が

日
本
を
防
衛
す

る
と

い
う

確
約

を

日
本

の
国
民
は

こ
れ
か

ら
も
信
頼
す

る

こ
と
が

で
き
る
.】
と
語
り

、
核
保
有
論
議

は
、小
.安
と
強
く
け
ん
制
し

た

次

に
大
使
は
U
米
政
府

間

で

「
こ
れ
か

ら
改

善

す
る
必
.要
が
あ
る

一
つ

 と
し

て
、

機

密

文

融
H
の
取
り
扱

い
を

挙
げ

た

冒
取

近

の
出
来
事

で
幾

つ
か
難

し

い
問
題
」
が

起
き

た

と
指
摘
し
た
が
、
ど

ん
な
問
題
か

は
触

れ
ず

じ
ま

い
だ

っ
た

。

大

使

は
ま
た

ミ
サ
イ

ル
防
衛

に
触
れ
、

「敵

が

発
射

し
た

ミ
サ

イ

ル
が

目
本

に
向

か

っ
て

い
る
か
ど
う

か
見
極

め
る
ま

で
迎

撃

で
き
な

い
の
か
、
そ
れ
と
も
領
空

で
、
あ

る

い
は
領
空

に
向
け

て
発
射

さ
れ
た
も

の

な

ら
11
本

へ
の
脅
威

と
考
え

る
の
か
、
今

答
え

を
出
し
て
お

い
た
方

が

い
い
」
と
、

日
本

側
に
検
討
を
迫

っ
た
。

会

見

で
は
、
冒
頭
発
.d
に
約

25
分
、質

疑

応

答

に

50
分
余

が

割

か
れ
、
12
人

が

計

21
問
質

問
し
た
、.こ
れ

ほ
ど
質
問

が

続
出

し
、
r
寧
に
答

え
る

の
は
異
例
だ
,

ち

な

み
に
、
昼
食
会

で
出
た

ス
テ
ー

キ

は
米
国
産
で
は
な
か

っ
た
.、

時

事
通
信
解
説
委

員
長

田
崎

史
郎

'
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国
分

良
成

慶
応
大
学
東
ア
ジ
ア
研

究
所
所
長

▼
日
中

首
脳
会

談

と

政

治

の
激
震

「
一
種

の
ク
ー

デ
タ
ー

に

も
近

い
巨
大

な

政

変

だ

っ
た
」
..
国
分

良

成
教
授
は

9

月

末

に
起
き

た
ヒ
海
市

の
陳
良
宇
書
記

の

解

任
劇

を

こ
う
表
現
し
た

.

陳
書

記
は
、
[
本

や
台

湾
を
め
ぐ
る
政

策

で
胡
錦
濤
政
権

に
干
渉

を
繰
り
返

し
て

き

た

江
沢
民
前
総
書
記
率

い
る
「
ヒ
海
閥
」

が
、

密
か

に
次
期
最
高
指

導
者

に
も
想
定

し

て

い
た
人
物
.

10
月
8

日
に
突
然
、
実

現

し
た
安
倍
晋

.二
首

相

の
公
式
訪
中
、

日
中
首
脳
会
談

の

背
景

が

「
政
治

の
激
震

」
と

の
関
連
で
解

き

明
か
さ

れ
て
い
く
。

「
[
中

関
係

の
改

善

は
胡

主
席

の
強
力

な

リ

ー

ダ
ー

シ

ッ
プ

で

上

か

ら
行

わ

れ

た

、
反
発

は
も

の
す

ご

い
が
、
今

の
と

こ

ろ
抑

え

つ
け
ら
れ
て

い
る
」

圧
巻
は

国
分
教
授
自

身

が
中
核

メ
ン
バ

ー

の
新

日
中
友
好
二
十

.
世
紀
委
員
会

の

10

・
鉤

一U

7
研
究

衰

「
中

国

一
-

吋
会

田
崎

史
郎
委

貝

出

席

圃
人

会
合

に
触

れ
た

く
だ
り
だ
,
安

倍
訪

中
の

m
口
後
に
中

国

・
青
島

で
開
か
れ

た
が
、

「会
議

の
最

初

と

終
わ
り

で
中

国

側

の
反

応

が
変
わ

っ
て

い

っ
た
」
と

い
う

,

当
初
は
、
安

倍
訪
中
時
に
発
表

さ
れ
た

日
中
共
同
プ

レ

ス
発
表

に

「靖

国

」
や

「台

湾
」
が
明
記
さ

れ
て

い
な

い
こ
と

に
、
不

平
を
鳴
ら
し

て

い
た
中

国
側
が
、

こ
れ
を

評
価
し
、
今

後

の
日
中

関
係

の
出

発
点
と

す
べ
き
だ
と
す

る
H
本

側
に
次
第

に
同
調

し
て

い
く

.
胡

主
席

の
方
針
が
浸

透
し
て

い
く
の
を
H
撃

し
た
,

国
分
教
授

は

既

に
紹
介

の
必
要

が
な

い

中
国
政
治

・
外

交

研
究

の
第

一
人

者
,
日

中
関
係
も

二
国

間
関
係
だ
け

で
な

く
、
米

国
を
は
じ

め
世

界

の
中
で
と

ら
え

る
広

い

視
野
が
特
徴
だ

,

研
究
材
料
は
文

献
資
料

に
限
ら
ず
、
各

国

の
外
交
官
、

研
究
者
と

の
幅
広

い
人
脈

を
通
じ
た
先
端
的

な
情
報

も
含
ま
れ

て

い
る
、.
講
演
の
中

に
も
各

メ

デ
ィ
ア
が
伝

え

て

い
な

い

「独
自

ダ
ネ
」

が
各
所

に
盛

ら

れ

て

い
た
.、

「
北
朝

鮮

の
核

実
験

に
関
し

て

六

力
国

協
議

の
失
敗

を

胡
政
権

の
責
任

に
す

る
批

判
が
反
対
勢
力

か
ら
強
ま

っ
て

い
る
」

胡
政
権

の
多

難
さ
を
強
調
す

る
言
口葉
が

頭

に
焼
き

つ
い
た
,

東
京
新

聞
論

説
委
員

清
水

美
和

び

取

材

す

る
側

.

皇
室

ニ
ュ
ー
ス
に
思
う
こ
と

高

橋

紘

一
昨

年
春
の

.皇

太

子
発
、戸

か
ら
悠

仁

親

王
誕
生
ま

で
、
皇

室
を
め
ぐ
る

ニ
ュ

ー

ス
が

メ
デ
f

ア
を

賑

わ
し
た
、
宜
内
省

(庁

}
と

い
う
名
前

が
大

宝

律
令

に
も
あ

る

よ
う

に
、
天
痕

・
皇

室
問
題
は
歴
史
的

背

量

が
あ

り
、

複
雑

で

難

し

い
、

コ皇
室

問
題

に
関
す
る
有
識
者

会
議

」
で
女
性

天

皇

容

認
論
を
主
張
し
た

せ

い
か
、
私
に
も

内

外

か

ら
取
材

依
頼
が

多

か

っ
た
。

あ

す
朝

の
テ

レ
ビ
出

演

の
都
合
は
ど
う

か

(迎

え
は
6
時

㍗

)
.、

.
度
お
目

に
か

か

っ
て
お
話
を
う
か
が

い
た

い

へ最
低
-

時

間

は
覚
悟

〉、〒
自

宅
前

に

テ
レ
ビ
局

の

ワ
ゴ

ン
屯
が
よ
く
停
ま

り

、
大
学

に
も
大

型

の
中

継
車
が
来
た
。

食
事

中
に
電
話
が

鳴

り
、

収
録
に
来

る
と

い
う

の
で
晩
酌
を

控

え
た

,
週
ー

ゴ
ル

フ
も
今
夏
初
め

て
5

週
間
休

ん
だ
.

被

害

者
め

い
た

こ

と

を

.ぼ

っ
て

い
る

が
、
共

同
通
信

の
現
役

記
者

の
と
き
は
逆

の
就
場

だ

っ
た

の
だ
..
社
会

部
は
範
囲
が

広

く

コ
ト
が
起
き

る
と

ナ

マ
や
企
画
・取
材

で
専
門

家
に
当

た

っ
た
、

取
材
す
る
方
は

気
楽

な

も
の
だ
.
社
名

と
名
前

を
名
乗
れ

ば

、
拒

否
さ
れ

る
こ
と

は
ま
ず
な

い
。

聞
く
方
は

1
回
だ

が
、
答
え
る
方

は
似

た
よ
う
な

こ
と

を
何

回
も
繰
り
返
す
。

か

つ
て
お
相
手

い
た
だ

い
た
先
生
方

は
、

こ

れ
に
耐
え

て
く
だ

さ

っ
た
の
で
あ

る
.
仕

事
を
中
断

し

て
、
取

材
を
受
け

て
く

れ
た

の
だ
.
昔

”
攻
め

た
〃
身
と
し

て
は

「
お

返
し
」

の
気

持
ち

は
あ
る
が
、
そ

れ
に
し

て
も
大
変

な
日

々

で
あ

っ
た
.

自
分

の
経

験

か
ら

「
こ
の
人

は
,分
か

っ

て

い
な

い
な
」
と

思
う
こ
と
が

よ
く

あ

っ

た
。
最
近

は
ト

ラ
ブ

ル
を
恐
れ

て
か
、
話

し
た
内
容

を

フ

ァ
ク
ス
で
送

っ
て
く
る
、.

ひ
ど

い
の
も

あ

る

の
で
直

さ
せ

て
も

ら

う
.

デ
ス
ク

に
戻

っ
た
よ
う
な
気

分

に
な

っ
た「先
生

(と

呼

ば
れ
る

の
も

慣

れ

て
き

た
)
の
お
話

は
、
今

回
見
送
ら

せ

て
い
た

だ
き
ま
し
た
」

と
、
電
話
や
は
が
き

で
謝

っ
て
く
る
律
儀

な
・記
者
が

い
る
.
そ

の

…

方
で
談
話
が
載

っ
て

い
る

の
に
、
掲
載
誌

を
送

っ
て
こ
な

い
週
刊
誌
も
あ

る
。
注
意

す
る
と
送

っ
て
は
来

る
が
、

.

.ゴロ
の
お
礼

も
書

い
て

い
な

い
.

「
取
材

す

る

側

」
か

ら

「
さ
れ

る
側

」

に
回
る
と
、
現

役

の
こ
ろ
の
わ
が
身

の
不

明
を
恥
じ
る
ば

か
り

だ

.
そ
れ

に
し

て
も

皇
室

の
問
題

が
、

マ
ス
コ
ミ
に
何
回
も
、

そ
れ
も
大
き
く

登
.場
す

る
こ
と

は
、
あ
ま

り
好
ま
し

い
こ
と

で
は
な

い
.

〔共
同
通
信
出
身

静
岡
福
祉
大
学
教
授
)

〔8)
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安
倍
首
相

・中
韓
歴
訪

”想

定

内

”
と

”
想

定

外

”
の

一
一日

間

▼
倉

重

奈

苗

・朝

日
新

聞
社

.一

夫
人

の
r
を
握

っ
て
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り

る
〉目
杓
m
月
8
目
、
北
京

空
港

で
見
せ
た
安
倍

首
相

の
姿
は
、
戦

後

生
ま
れ

の
首
相
レ
一し

て
の

「
匿
代
交
代

と

「
小
泉
前
首
柑
と

の
違

い

一
を
象
徴
す

る
か
の
よ
う
で
、
国

民

の
目
に
は
新
鮮

に
映

っ
た
と
思
う

こ

れ

は
麻
生
外
柑
が
夫

人
と
下
を

つ
な
ぐ

よ

う

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
も

の
 「.」
、
首
相
も

「
そ

ん
な

こ
と
し
た
こ
と

が
な

い
」
と
.戸
惑

い

な
が
ら
も
応
じ
た

同
行
登
録
2
6
1
人

新

政
権
が
発
足

し

て
2
週
間
足
ら
ず

で

実
現

し
た
目
中
、

日
韓
首

脳
会
談
.
交

渉

に
携

わ

っ
た
外
務
省

幹

部
が

「
外
交
官

生

命
を

か
け
て
い
た
」

と
一.胃n
う

ほ
ど
、
そ

の

実
現

ま
で
の
道

の
り

は
長
く
、
折
衝
は
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

首

相
が
靖
国

に
行

か
な

い
こ
と

の
確

約

を
求

め
て
い
た
中
国
側
と
、
「靖
国
に
行

っ

た
か

行
か
な
か

っ
た
か
、
行
く
か
行
か
な

い
か

は
言
及
し
な

い
」
と
曖
昧
な
態

度
を

ヒ
リ
続
け

た
首

相
と
の
間

で
ど

う

や

っ
て

折
り
合

い
を

つ
け
た
の
か

首

相
が
自
ら

の
政
治

信
条

を

容
易
に
曲
げ

る
と
も
思
え

ず
、
取

材
は
会

談

に
至
る
ま

で

の
経
緯
を

追
う

こ
と

か

ら

始
ま

っ
た
.

だ

が
、
限
ら

れ
た
人
た
ち

で
交
渉
は
進

め
ら
れ
た
う
え
、

首
相

の
支
持

基

盤

に
直
結
す

る
話
な
だ
け

に
会
談
そ

の
も

の
の
取
材
よ

り
も

は
る
か

に
難
し

い
作

業

だ

っ
た

〔検

証

記
事
は

10
月
7
日
付
朝

日
新
聞
朝
川
に
掲
載

).

同
行

に
登

録

し
た
記
者
は
特

派
員
を

含
め
2
6
1
人

.
小
泉
前
首
相

が
8
月

に
行

っ
た

カ
ザ

フ
ス
タ
ン
、

ウ
ズ

ベ
キ

ス
タ
ン
、歴
訪

の

訂
人
と
比

べ
て
も

「
単

独
首
相
同
行

で
は
異
例

の
多

さ
」
(外
務

省
報
道
課

〕
で

、
政
府
専
用
機

は
す
し

詰
め
状
態

だ

っ
た
。

臆
新
し

い
キ

ー

ワ
ー
ド
盛
り
込
む

午
後

-
時

す

ぎ
に
北
東
空
港

に
到
着

し
た
首

相
は
、

会
談
場
所

の
人

民
大
会

堂

に
直

行
。
天

安

門
広
場

に
は
中
国

の

五
星
紅

旗
と

並

ん
で
H
章
旗

が
は
た
め

き

、
協

調
ム
ー
ド

.
色

だ

っ
た

首

相

は

歓

迎
式

典
を
終

え
、
そ

の
ま
ま
温
家

宝
首

相

、
胡
錦
涛
国
家

L
席

、
呉
邦
国
全
国

人

民
代

表
大
会
常

務
委

員

長

の
ト
ッ
プ

3
と

会
談一
連

の
会
談

で
は
激

し
く

や
り
と
り

を

す

る
場
面
は

.
度
も

な
く

、
合
意
し
た

H

中

共

同
ブ
レ
ス
発

表

に
は

「戦
略
的
圧
恵

関
係

-
と

い
う

新

し

い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
盛

り

込

ま
れ
た

靖

国

問
題

 、、
冷
え
切

っ
た

目
中

関
係
の
目
指

す

べ
き

形
ヒ
し

て
11

本

側

が

提
案
し
た

も

の
だ

っ
た
.
懸
案

だ

っ

た
靖

国
参
拝
問

題
も
双

だ
が
従
来

の
原

則

的

な

」疏
場
を
述

べ
合

っ
た
だ
け

北
朝

鮮

が
す

で
に
発
表

し
て

い
た
核
実
験
チ
告

声

明

に

つ
い
て
も

,深

い
憂
慮
L
と

「朝

鮮
…

大統領主催の晩さん会一初の首脳会談は凹核実験の激震”に見

舞われた(10,9)=松 本敏之(朝 日新聞社写真センター)撮影

半
島

の
非
核

化
」

で

一
致

し
、
想
定

し
た

範
囲
内
で
記
事

の
ト
ー

ン
も
日「
々
と
決
ま

っ
た機

中
で

「核
実
験
」
の
事
前

通
報

11
中

が

前

向

き

な

ら
、

日

韓

も

同

じ

ー
…

.
そ

ん
な
野
想
を
し
な

が
ら

ソ
ウ
ル

に
到
着
し
た
我

々
の
.疋
に
飛
び
込

ん
だ

の

が

、
北
朝

鮮

が
核
実
験
を

実
施

し
た
L

の

第
1
報
だ

っ
た

後
で
わ
か

っ
た

の
だ
が
、

首
相
に
は
北
京

か
ら
ソ
ウ
ル
に
向
か
う
機

中
で
実
施

の
事
煎
通
羅
が
伝

わ

っ
て
い
た
.

プ
レ

ス
ル
ー

ム
に
設
け

ら
れ

た

テ
レ
ビ

画
面
に
は
繰

り
返
し
核

実
験

の

ニ
ュ
ー

ス

が
伝
え
ら
れ
、
緊
迫
し
た
雰
囲

気

に
、
ソ

ウ
ル
レ又
局

の
特

派
員
は
核
実

験

の
取

材
に

回
り
、
盧
武
鉱

大
統
領
と

の
首
脳
会

談
は

痕
京
か
ら
同
行

し
た
記
者

で
対
応

し
た

、

会
談

で
は
盧
大

統
領
が
従
軍

慰
安
婦

問
題

で
河
野
官

房
長
官
談
話

へ
の
姿
勢

を
問

い

た
だ
す

な
ど

の
場
面
も
あ

っ
た
が
、
北
朝

鮮
の
核
放
棄

に
向
け
た
日
韓
連
携

が

メ
ー

ン
に
な

っ
た
。

北
朝

鮮
が
首
相

の
訪
巾

訪
韓

に
合
わ
せ

て
核
実
験
を
実
施

し
た
か
は
わ
か
ら
な

い
.

た
だ
、
中
韓

と

の
関
係

修
復

を

は
か

る

一

方
、
北
朝

鮮

に
対
し
強
硬
な

姿

勢

を
と

る

首
相

に
と

っ
て
は
、
こ
の
実
験
は

い
か
に
も

タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
か

っ
た
よ
う

に
見
え
る
。

く
ら
し
げ

・
な
な
え

1
9
9
7
年
入
社

大

阪
社
会
部
な
ど
を
経
て

但
年
東
東
本
社
政
治

部

05
年
12
月
か
ら
外
務
省
担
当

1:91
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さ
ん

84

歳

、

「
ら

し

さ

」

の

証

サ

ン
パ

ウ

ロ
か
ら
1
時
間

、
カ

ン
ポ
グ

ラ
ン
デ
空
港

の
空

は
、
果

て
し
な
く
広
が

っ
て
い
た
、

2
月

に
人

っ
た

ば
か
り
と

い

う

の
に
、
気
温

は
32
度
。
ブ

ラ
ジ

ル
は
.夏

か
ら
秋

に
移

ろ
う
と
し

て

い
た
..

小
野

田
寛
郎

さ
ん
が
、
私

た
ち
夫
婦
を

出
迎
え

て
く

れ
た
。
背
筋
を

ま

っ
す
ぐ

に

伸
ば
し
、

い
つ
も
若

々
し

い
。

白
ら
運
転

す

る

日
本

車

の
ナ

ン
バ

ー

プ

レ
ー
ト
は

「
1
9

2
2

一.
自

分
が
生
ま

れ
た
年
だ
。

空
港
か
ら

50
キ

ロ
、
車
は

原
野
を
貰
く

国
道
を
蕎
進
す

る
.
私
た
ち

が

「
F
A
Z

E
N
D

A

O
N
O

D
A
」

〔小

野
田
牧

場

)
を
訪
れ
た

の
は
咋
年
2

月
だ

っ
た
.

地
元

の
[
系
人
会

の
句
会

で
、

の
ち
に

小
野

田
さ

ん
が
詠

ん
だ
句

で
あ
る
.、

友
を
待

つ
滑
走
路

の
果

て
鰯

雲

小
野
出
寛
郎
さ

ん
.
32
年
前

の
昭
和

49

年

(
1
9
7
4
)

3
月
、

フ
ィ
リ
ピ

ン

・

ル

バ

ン
グ
島

か

ら

30
年

ぶ
り

に
生
還

し

た

、
あ

の
元
陸

軍
少

尉

で
あ

る
.、
当
時

51

歳

だ

っ
た
が
、

い
ま

84
歳
。

ル
バ
ン
グ
取

材

が
縁
と
な

っ
て
の
お

つ
き
あ

い
が
嵩
じ

て
、
小
野
田
牧

場
を

訪
問
す

る
こ
と

に
な

っ
た

の
だ
。

*

*

*

牧

場
は
成
田
空
港

よ
り
広

い
。
周
囲

48

キ

ロ
、
面
積
1

2
0
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
、一
2

0

0

0
頭

の
食

肉

半

が

放
牧

さ
れ

て

い

る
..
ル
バ
ン
グ
島

か
ら
帰

還
し
た
翌
年
、

実

兄

の
薦
め
も

あ

っ
て
、

小
野
田
さ
ん
は

単
身

海
を
渡

っ
た
..
そ

の
後
、
結
婚
し
た

15
歳

年
下

の
町

枝

さ
ん
と

つ
く
り
あ
げ
た

の
が
、

こ
の
牧

場

で
あ

る
,
灘
木
が
茂

る

坪

1
0
0
円
の
原
野

を
開
拓
、
国
や
人
か

ら
金

の
援
助
を
受

け
ず

に
、
徐

々
に
拡
大

し

て

い
っ
た
。

山
下

幸
秀

牧

場

の
朝

は

野
鳥

の
鳴

き
声

で
明
け

る
。

地
平
線

か

ら
灼
熱

の
太

陽
が
昇

る
.

さ
あ
、
朝

飯

前

の
ひ
と
仕
事

だ
。
小
野

田

さ
ん

は
白

馬

に
ま

た
が

っ
て
走
り

出

す
、
す

か
さ
ず

私
も
伴
走
す

る
。

ブ
ラ
ジ

ル
人
の
3
人

の
牧
童
、
支
配

人

の
里
晋
平

さ
ん
、
2
匹

の
犬
が
後
を
追

う
。

と

っ
さ
に
私

も

一
句
ひ
ね

っ
た
.、

天
高

し
轡

並

べ
て
武
人
と

ゆ
く

「
ホ
ー
イ
、

ホ

イ
ホ
イ
ホ
イ
ホ

;
イ
」

小
野
田
さ
ん

の

甲
高

い
声

が
大
草

原
に
こ

だ
ま
す

る
.「
そ

の
声
を
合
図
に
、
牛

の
群

れ
が
動
き
出

す

、
牧
草
が
青

々
と
茂

る
隣

の
サ
ー
ク
ル

へ

の
移
動
だ
。

落
雷

か
ら
牛

を
守

る
た

め
、

サ
ー
ク

ル
を

囲
む
針
金

に

は
、
ア
ー
ス
が

仕
掛
け
ら
れ

て

い
る
。

ジ

ー
パ
ン
に

半
長
靴
、
カ
ウ
ボ

ー
イ

ハ

ッ
ト
。
青
年

将

校
を
思
わ
せ

る
小
野

田
さ

ん

の
手

綱
さ
ば
き
を
見
な

が
ら
、
軍
刀
を

手

に
、
初
め
て
私
た
ち

の
前
に
現
れ
た

、

遠

い

「
あ
の
H
」
を
思

い
出
す
。

こ

の
人
に

「
風
化
」
と

い
う
文
字
は
無

縁

な

の
か
,
硬

い
岩
石

で
も
、
長

い
年

月

風

雨

に
さ
ら
さ
れ
れ
ば
、

崩
れ
た
り
分
解

し
た

り
し
て
、
土

に
な

る
と

い
う

の
に
。

*

*

*

小

野
田
寛
郎
元
少
尉

が
、
1
0
0
人
を

超

す

私
た
ち
報
道
陣

の
前

に
姿
を
見
せ

た

の
は

、
昭
和
49
年
3
月

10
日
、
午
後
9
時

25
分

。
そ
の
衝
撃
は
、

い
ま
も
鮮
烈
に

記

憶

し

て

い
る
、

私

は
産
経
新
聞

の
取
材

班
キ
ャ

ッ
プ

と

し

て
、
6
人
の
同
僚
と

フ
ィ
リ
ピ

ン

へ
飛

ん
だ

.、
そ
の
2
年
前

に
は
、
28
年
ぶ
り

に

発
見

さ
れ
た
.兀
陸
軍
軍
曹

、
横
井
庄

一
さ

ん

(当
時
56
歳

・
故
人

)
を
追

っ
て
、

グ

ア
ム
島

で
取
材
し

て

い
る
。
そ
の
経
験

を

ひ

っ
さ
げ
て
の
出
撃
だ

っ
た
。

和

歌
山
県
出
身

の
小

野

田
元
少
尉

の
生

存

は
、
と

っ
く

に
確
認

さ
れ

て
い
な
が

ら
、

日
本

政
府

の
救
出
作
戦

は

こ
と
ご
と
く

失

敗

し

て
き
た

.
そ
れ
だ

け

に
、
こ
の
奇

跡

の
生

還
を
多
く

の
人
た

ち
が
歓
迎
し
た

.

列
島

は
沸
き
、

ニ
ュ
ー

ス
は
地
球
を
馳

け

巡

っ
た
.、

急

拠
設
営
さ
れ
た
記
者

会
見
場
は
、

ル

バ

ン
グ
島
の
山
腹

に
あ

る

フ
ィ
リ
ピ

ン
空

軍
・の
レ
ー
ダ
ー
基
地
.。
雑

華
が
茂
る
グ

ラ

「1{P
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ウ
ン
ド
に
架
設

の
.竃
灯

が
と
も

っ
た
。

待

つ
こ
と

3
時
間
.
漆
黒

の
闇

の
中
か

ら
、
元
少
尉

は
古
び
た
戦
闘
帽

と
軍
服
で

身
を
包

み
、

軍
刀
を
左
手

に
持

っ
て
現
れ

た
.
鞘
は
今

に
も
ボ

ロ
ボ

ロ
に
朽
ち
よ
う

と
し
て

い
る
,
し
か
し
、
柄

(
つ
か
)
に

は
し

っ
か
り
と

白
布
が
巻

か
れ
て

い
た
。

会
見
は
.兀
少

尉

の

「儀
式

」
で
始
ま

っ

た
、
直
立
.不
動

.、
熱
風
を

切
り
裂
く
よ
う

に
右
腕
を
掲

げ
た
。
肘
を

45
度

に
ピ

ン
と

張
り
、
私
た

ち
日
本

の
若

い
記
者
た
ち
に

敬
礼
し
た
.
絵

に
な
る
,
カ
メ

ラ
の
フ
ラ

ッ
シ

ュ
が
激

し
く
光
る
。

そ
し
て
、
記
者

た
ち

の
質

問
に
は
、
一
人

.
人
正
対

し

て
答

え
て

い

っ
た
,
さ

ら
に

驚

い
た
の
は
服
装

が
き
ま

っ
て

い
た

の
だ
.、

私
が
欝

い
た
当

時
の
記
事
を
引
用
す
る
。

(
軍
服
は

つ
ぎ

は
ぎ

の
手

製

で
あ

る
。

し
か
し
、
ほ

こ
ろ
び
は
す

べ
て
繕
わ
れ
て

い
る
。
ま
る

で

ア
イ

ロ
ン
で
も

か
け
た
よ

う
に
、
節
目

さ
え

つ
い
て

い
る
.
ま

に
あ

わ
せ
に

つ
け

た
ボ
タ

ン
は
、
白

、
黒
と
色

違

い
だ
が
、

だ
ら
り
と
緩
む

こ
と
な
く
、

し

っ
か
り
と

つ
い
て

い
る
》

終
戦

に
な

っ
て
も
、
帝

国
陸

軍
か
ら
の

正
式
な
投
降
命
令

が
伝
わ

ら
ず

、

29
年
と

3
カ
月
、
青
春

を
ま
る
ま

る
戦

場

に
捧
げ

な
が
ら
、

い
さ
さ
か
も
風
化

し
な

い

一
人

の
日
本
人
が

こ

こ
に

い
る
..
当

時

36
歳
の

私
は
、
突
然
出

現
し
た

.武

人
〃

に
目
を

見
張

っ
た
。

こ

の
毅
然
と
し
た
立

ち
居
振
る
舞

い
は

何

な

の
か
。

ど

の
よ
う

に
し
て
培
わ

れ
た

の
か
,
疑
問
は
開
封

さ
れ

ぬ
ま
ま
に
、
歳

月

は
過
ぎ

て
い

っ
た
。

*

*

*

謎
が
解
け
た

の
は
、

そ

れ
か
ら
28
年
も

た

っ
て
か
ら
だ

っ
た
。

嬉

し

い
再
会

だ

っ
た
..

小
野
旧
さ
ん
が
東
京

・
大
手
町
に
あ

る

新

聞
社
ま

で
、
妻

の
町
枝

さ
ん
と
2
人

で

訪

ね

て
く
れ
た

の
で
あ

る

早
速
、
疑
問
を

ぶ

つ
け

た
、

「
よ
く
観
察

し

て

い
ま
し

た
ね
」

小
野

田
さ
ん

は
、
静

か

に
話
し
出
し
た
。

「
誇
り

を
失

っ
て
は

い
け
ま
せ
ん

い

ま

、
日
本
人
に
必
要
な

の
は
誇
り
で
す

」

そ
し

て
、
続

け
た
。

「
大
切
な

の
は

“
ら

し
さ

〃
で
す
.

,
ら

し

さ
”
と

い
う

の
は
、
自

分

の
仕
事
、
役

割

が
何

で
あ
る
か
、
そ

れ
を
し

っ
か
り
と

把
握

し
、
や
る

べ
き

こ
と
を
キ
チ
ン
と

や

る
。
責

任
を
も

っ
て
遂
行

す

る
こ
と

で
す
。

そ

れ
が
誇
り
に

つ
な
が

る
の
で
す
」

役

所

や
企
業

、
そ

し

て
、
さ
ま
ざ
ま

の

人

が
不
祥
事
を

起

こ
す

の
は
、

こ
の

.
ら

し

さ
ウ
を
失

っ
て

い
る
か

ら
だ
と

い
う
。

そ
う
か
、

あ
れ
は

.
ら

し
さ
〃
だ

っ
た

の
か
,
あ

の
朽

ち
果

て
そ
う
な
軍
刀
、
端

正

な
身
だ
し
な

み
、
威

厳

に
み
ち
た
立
ち

居

振
る
舞

い
,
あ
れ

は
帝
国
陸
軍
軍
人
と

し
て
の
、
目
本

人
と
し

て
の
、

い
や
、
小

野
田
寛
郎
と

し

て
の

。ら
し
さ

〃
を
、
形

で
表
現
し
た
も

の
だ

っ
た

の
だ
.

祖
国
の
繁

栄

も
知
ら
ず
に
30
年

、
孤
独

な
戦

い
を
続

け

な
が
ら
も

”
ら
し

さ
〃
を

磨

い
て
い
た

の
だ

ろ
う
..

最
近
は
東

京

と

ブ
ラ
ジ

ル
と

の
.
一暇
生

活

に
な

っ
た
..
正

月
を
は
さ
ん

で
、
H
本

が
寒

い
時
期

は

灼
熱

の
地

で
暮

ら

す
、、

ブ
ラ
ジ

ル
で

は
牧
場
主

で
あ
る

だ
け

で

は
な

い
.、
地

元

、
南

マ
ッ
ト
グ

ロ
ッ
ソ
州

の
名
誉
州

民

で
あ

り
、

日
本
人
移

民
が
集

う
地
域
日
系

人

会

の
会
.長
も

つ
と

め
る

東
京

で
は

「
小

野
田
白
然
塾

塾

長

一、

夏

に
な
る
と

、

福
島
県

の
自
然

の
中

で
の

キ
ャ
ン
プ
活

動

を

通
じ

て
、
r
ど
も

た
ち

を
鍛
え
て

い
る
.

ス
タ
ー
ト
し

て
17
年
、

体
験
し
た
子

ど

も

は
2
万
入
を

超

す
.

*

*

*

牧
場
の
入

り

口
近
く

に
建

つ
古

び
た
木

造
平
屋
が
、
事

務
所
を
兼
ね
た
母

屋
で
あ

る
。
軒

下

の
広

い
上
閲

に
は
大

き

な

テ
ー

ブ
ル
。

こ
こ
が

食
堂
だ
。

滞
在

9
目
目

。
明

日
は
お
別
れ

だ
,一
い

つ
も

の
よ
う

に
、
夕
食
後

の
コ
ー

ヒ
ー
を

飲

み
な
が
ら
語

り
あ
う
。
夜
空

に

は
大
河

の
よ
う
な

天

の

川
、
そ

の
向

こ
う

で
南
十

字
星
が
き

ら
め

く
。

「不
擁

.不
屈
」
。
小
野

田
さ
ん
が

一
番
好

き
な
言
葉

で
あ

る
.、
困
難
に
あ
た

っ
て
も

ひ

る
ま

ず
、
く
じ
け
な

い
.

こ
の
文
字

を

背

負

っ
て
、
南

の
島
を

生
き
抜

い
た
。

「
.小

撹

.不
屈
」
は
、
小
野
田
さ

ん
を
支
え
る

”
ら

し
さ

〃

の
背
骨
で
も
あ

る
。

53
歳

で
挑

戦

し
た

「
F

A
Z
E
N
D

A

O
N
O
D
A
」

も

、

そ

の
産
物
だ

ろ
う

.

そ

れ

で
も
な
お
、

.
ら

し
さ
〃
を

追

求

す

る
小
野

川
さ
ん
の
戦

い
は
、
終

わ
り
そ

う

も

な

い
.

で
も

、
何
故
そ
こ
ま

で
戦

い
続
け
よ
う

と
す

る

の
だ
ろ
う
か
、、

「
自

然

の
中

で
暮

ら

し

た
か

っ
た
だ

け

で
す

よ

.
そ

の
気

に
な

れ
ば
、
ど

こ
で
で

も
食

っ
て

い
け
ま
す

か

ら
ね

一

そ
う

言
う
と
、
小

野

田
さ
ん
は

い
た
ず

ら

っ
子

の
よ
う
に
笑

っ
た
.

そ

れ

は
裏

を
返

せ
ば

、
,
オ
レ
は
戦

争

屋

じ

ゃ
あ
な

い
」
と

い
う

こ
と
だ

ろ
う

。

確

か

に
小
野
田
さ
ん
は
、

な
ん
で
も

、
と

こ
と

ん

や
り
遂
げ

る
.

ど

こ
で
で
も
生

き

る
力
を

持

っ
て

い
る
。

こ

の
牧
場
は
、
男

の
意
地
。
小

野
田
寛

郎

の

ク
ら
し
さ
ウ

の
証

で
は
な

い
か
.、

私

の
話
を
じ

っ
と
聞

い
て

い
た
小

野
田

さ

ん
は
、
静
か
に
う
な

ず
く
と
、
満

天

の

星
空

に
日
を
や

っ
た
.、

や
ま
し
た

・
ゆ
き
ひ
で
会
員

産
経
新
聞

社
顧
問

1
9
3
7
年
横
浜
市
生
ま
れ

早
稲
田
大
学
卒

62
年
産
経
新
聞
社
入
社

社
会
部
長

常
務
取
締
役

%
年
口
本
丁

漿
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

03
年
退
任

lll)
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開業1年 つ くばエクスプ レス

ハイカーも観光客も

流れ込む

レ鈴 木 信 竹

じ突城新聞社}

 

東

京

・
秋
葉
原
と
茨

城
県

つ
く
ば
市
を

最
速

45
分

で
結
ぶ

つ
く

ば

エ
ク
ス
プ

レ
ス

へ
T

X
)

の
開
業
か

ら

1
年
余

り
が
経

過

し

た
.
昨
年
8
月

24
[

の
開
業
以
来
、
順

調

に
乗
客
が
増
え

て

い
る

.
都
心
か
ら
身

近

に
な

っ
た
日
本
百
名

山

の

一
つ
、
筑
波

山

が
中
高
年

ハ
イ
カ
ー

の
人
気
を
集

め
て

い
る

こ
と
も
要
因
だ

が
、
渋
滞
な
ど

の
問

題

も
顕
在
化
.

つ
く
ば
市

内
は

マ
ン
シ

ョ

ン
建

設
が
柑
次
ぎ
、
業
者

と
市
民

の
摩
擦

が
絶

え
な

い

市

は

「想

定
外
」

の
効

果

に
対

応
が
後
予

に
回

っ
て

い
る

「
天
気

が
良

い
の
で
ち

ょ

っ
と
来

て
み

よ
う

か
と
思

っ
て
ー.
も
う

3
回
目
」
と
都

内

に
住
む

60
代
の
男
性

ハ
イ
カ
ー

、
筑
波

山
は
標
高

8
7

7

メ
ー
ト

ル
と
さ

ほ
ど
高

く
な
く
、
軽

装

で
登
れ
る
.

つ
く
ば

駅
か

ら
筑
波
山
中

腹

の
筑
波
山
神
社

へ
は
直
行

バ
ス
で
40
分

ほ

ど
だ
.

T
X
を
運

営

す

る
首
都
圏
新
都
市
鉄
道

(東
京

)
に

よ
る

と
、
初
年

度

は

需
要

予

測
1
日
平
均

13

万

5
0
0
0
入

に
対

し
、

約

15
万
人
が
乗

唯
、
今
年
8
月

に
は
約

18

万
5
0
0
0
人

に
ま

で
伸
び
た

、
こ
の
1

年
間
は

「筑

波

山
観
光
な
ど

で
定
期
外

の

乗
車
が
多
く

、

予
想
よ
り
2
割
」L
回

っ
て

い
る
」

〔同
社

広

報
室

〕
と

い
う

神
社
周
辺
に

は

5

つ
の
温
泉
旅
館

が
軒

を
連
ね
、宿
泊

客

も

2
、
3
割
増
と

潤
う
,

「だ

れ
が
予
想

で
き
た

の
か
、

観
光

客

が

一
気

に
流
れ
込

ん
で
き
た
」
と
経
営
膏
も

驚

き
を
隠

せ
な

い
.
「
.
過
性

に
終

わ

ら

せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
上
巌
物

の
開
発

や

ふ
も
と

の
史
跡

の
P
R

に
余
A,心が
な

い
.

県

の
ま
と

め
で
は
,
2

0
0
5
年
度

の

つ

く

ば
市

の
観
光
客

は
前

年

度
よ
り
約
45
万

人

増
え
、
約

4
0
1
万

6
0
0
0
人
。
県

内

3
位

か
ら
1
位

に
躍
り

出
た
.

マ
イ

カ
i
客
も

増

え

、渋

滞
が
深
刻

化
、

ア
ク

セ

ス
は
県
道

㎝
本

に
隈
ら
れ
、
今

年

の
大
型
連
休
は

最
大

2
時

間
準

の
渋
滞
が

発

生
し
、
「
せ

っ
か
く

近
く

な

っ
た

の
に
、

長

時
間

バ
ス
に
押

し
込

め
ら
れ
る
と
は

一

と

T
X
利
用
の
観
光

客

に
不
評
を
買

っ
た
.

県
道

は
生
活
道

と

の
理
由
か
ら
通
行
規

制

は
見
送

ら
れ

、
市

は
今

年

の
紅
葉
シ
ー

ズ

ン
に

ふ
も
と

に
臨

時
駐

車
場
増
設
な
ど

の
対
策
を

取
る
が
、
ふ

た
を
開
け

て
み
る

ま

で
は
分

か
ら

な

い
.

.
方
、

ふ
も

と
の
大
学

や
研
究
機
関
が

集

積
す

る
筑
波

研
究

学

園
都
市
は
、
T
X

順調に乗客を伸ばすつくばエクスプレス
つくば市は想定外の観光客増やマンション

建設への対応に追われている

開
業

の
2
年
前

ほ
ど
か

ら

マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
が

柑

次

ぎ
、
計
画
中
も
含

め
、
約

3
5
0
0
.μ
分

が
供
給

さ
れ
て

い
る
.

地

.兀
の
不
動
産
業
者

は

「都

内
で
ヒ
地
を
買

う

の
が
難
し
く
な

っ
た

業
者

が

つ
く
ば

で
ヒ
地

を
探

し
て

い
る
、
引
き

合

い
は
多

く
、

い
つ
ま

で
続

く

の
か

」
と
舌

を

巻
く
,.
学
園
都
市

は
地
権
者
か
ら

土
地

の

提
供
を
受

け
建

設

さ
れ

た
。
「
高
度

利
用

を
図
り
た

い
」
と

い
う
地
権
者

の
意

向

で
、

都
市
計
画
法
上

の
用
途
は
、
低
層

住
宅
と

高
層

マ
ン
シ

ョ
ン
の
混
在
が
可
能

な
中
高

層
住
屠
地
域

「
研
究
者

は
所

得

が
都
内

並

み
。

教
育

水
準
も
高
く
、

他

の
地
域
よ
り
も

1
割
高

く
売
れ
る
」
と

あ
る

マ
ン
シ

ョ
ン
業
者
、

近
隣
住
民
は

「学

園
都
市

の
景
観
を

乱
す
」

と
協
調
し
、
反
対

運
動
を
展
開
し

て

い
る
.

こ
れ
を
受
け

、
市
は
来
年

4
月

に
も
建

物

の
高

さ
を

規

制

す

る
都
市

計

画

法

の

「
高
度
地
区
」
を
導

入
す
る
チ
定
だ

が
、
「格

好

の
機
会
」
を

逃
す

こ
と
に
な

る
地
権
者

や
建
設
業
者

か
ら
反
発
を
招
き
、

決
定
ま

で
に
は
曲
折
を

た
ど

る
こ
と

に
な

る
。

す
ず
き

・
の
ぶ
た
け

2
0
0
0
年
人
社

学

芸
部

ヒ
浦
支
社
を
経
て

04
年
か
ら

つ
く
ば

芝
社

一 ロメモ つ くば市

入11203280人U⑪ 月lIl現 在 〕

llil帯数80,4881H二4}}q・D

面積2串,07」Fノ ∫キロメー トル

茨城県南部に位置 し、北に筑波山などで

成る水郷筑波国定公園、南に牛久沼を擁す

る 東京の過密緩和などを目的に1963年 の

閣議.ゴ解で、筑波研究学園都rl汐)建 設が決

定、国の メ{学や研究43機 「則が移転 し、現在、

民 間も合わせ2〔X〕超の研究関連機関が集積一

つ くばll∫は4町 村合併で、87年11月 に誕生

し、翌年にIH筑 波町、02年 に旧茎崎町を編

人 した。昨年の国勢調査で人口20万 入を超

え、来年4月 には県の権限が委譲 される特

例市に移行するr定 だ..

〔」2)
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北朝鮮核実験

ベニズワイガニなど

水産業者の悲鳴

レ 平 井 誠 司

{III 陰dIリ乏蔚テ報辛ヒ)

舞
鶴
港

二
以
都
府

〕
と
並
ん
で
北
朝
鮮

船
籍

の
貨
物
船

の
入
港
が
多
か

っ
た
鳥
取

県

の
境
港
、

水
産
物
や

マ
ツ
タ
ケ
な
ど
を
積

ん
で
入

港

し
、
中
占
自

転
車

や
中
占
家

.電
な
ど
を

ゆ

げ

ゲ
リ

ノ

 

満
載

し
て
北
朝

鮮

・
.兀
山
港
な
ど

に
帰

る

船

の
姿
は
ご
く
普
通

の
光
景
だ

っ
た

、
と

こ
ろ
が
、
北
朝

鮮
が
核
実
験
実
施
を
発
表

し
た
10
月
9
日
以
降
は
状
況
が

一
変

し
た
.、

北
朝
鮮
の
元
山
市
と
友
好
提
携
し
て
い

た
境
港
市
の
中
村
勝
治
市
長
は
、
急
き

ょ

記
者
会
見
を
開
き
、
関
係
見
直
し
を
表
明

.

議
会
や
水
産
関
係
者
ら
と
協
議
し
、
政
府

に
よ
る
北
朝
鮮

へ
の
追
加
制
裁
の
閣
議
決

定
を
踏
ま
え

て

13
目
、
協

定
破
棄
を

正
式

に
表
明

し
た
、

地
.兀
の
大

手
荷
役
会
祉
も

11
日
か
ら
北
朝

鮮

の
船
を

対
象

に
荷

の
積

み
降

ろ
し
を
自

歯
し

て

い
た
、

還
H
本
海

の
西

日
本

の
交
流
拠
点

を
目

指

し
て

い
る
境
港
、
対
岸

・貿
易
は
戦
前

か

ら
盛

ん
だ

っ
た
。
国
交

が
な

い
北
朝
鮮

の

都
市

と
友
好

提
携
し

て

い
た

の
は
国
内
唯

一
”拉

致
問
題
が
明

る
み

に
な

っ
て
以
降
、

ミ
サ
イ

ル
発
射

な
ど

こ
と

あ

る
ご
と

に
市

役
所

や
関
係
業
界
な
ど

に
は
抗
議
電
話
や

メ
ー
ル
が
国
内

か
ら
殺

到
し

た
.
そ
し

て
、

我

々
マ
ス

コ
ミ
の
取
材
も

集

中

北
朝
鮮

籍

船
が
ら

み
の
偽
米

1
0

0
ド

ル
札
、
覚

醒

剤
密
輸
な
ど

の
事
件

が
明

る
み
に
な
る

た

び
に
、
報
道

陣
が
殺

到

し
た
.

「
マ
ス

コ
ミ
は
境
港
を

殺

す
気

か

;

北

朝

鮮
と
関
係

の
な

い
水

産
物

ま

で
色
眼
鏡

で
見
ら
れ

る
.

風
評
被
害

が

一
番
恐

い
」.

水

産
関
係
者
か

ら
悲
痛

な
叫

び
が
聞
か
れ

た

、
そ
し

て
、
多
く

の
人
た

ち
が
口
を

つ

ぐ

み
、
過
去

に
商
取
引

が
あ

っ
た
こ
と
す

ら
触
れ
た

が
ら

な
く

な

っ
た
.
タ
ブ
ー
が

生

ま
れ
た
。

境
港

に
水
揚

げ
さ
れ

る
ベ

ニ
ズ

ワ
イ
ガ

ニ

(年
間
約

-
万
1
0

0
0
ト

ン
)
の
う

ち
、
約

3
割
が

北
朝

鮮
側

に
人
漁
料
を
払

っ
て
北
朝
鮮
海

域
で
漁
獲

さ
れ

て
い
た

こ

と
も
今

回
明
ら
か
に
な

っ
た
、
境
港
を
基

地
と
す

る
力

二
か
ご
漁
船

3
隻
。
14
年
前

か
ら
行

わ
れ
、

か

つ
て
5
隻
が
操
業
し
て

10月13日 まで11隻 の北朝鮮籍の貨物船が停泊してい

たが 追加制裁が決まり 現在はその姿は1隻 もない

 

い
た
こ
と
も
あ

っ
た
.

18
11
時
点

で

、
ま
だ
2
隻
が
北
朝

鮮
海

域
に
残
り
、
漁

具
を
回
収
し
て

い
る

こ
と

が
判
明
,
だ
捕

さ

れ

る
か
も
し
れ
な

い
と
、

緊
.張
し
な
が
ら

の
取
材
と
な

っ
た

、
境
港

支

局
は
私

.
人

だ

け

本
社
は
も

と
よ
り

東
京
な
ど
関
係

す

る
支
社
支
局
を

挙
げ

て

の
総
・刀
戦
.、
近

く

の
米
r
総
局

の
記
者
た

ち
も
現
場

に
動

貝
さ
れ
、
か
ん
口
令

が
敷

か
れ
た
3
隻

の

漁
船
会
社
を

は
じ

め

口
の

重

い
水
産
関
係

者

ら
を
取
材
し
た

。
結
局
、

3
隻
と
も
無
事

に
退
避

、
無
謀
と

見
え
た

漁
具
回
収

に

つ

い
て
は
、
国
か
ら
は
補
償

で
き
な

い
と
、言

わ
れ
、
漁
業
者

に
と

っ
て

は
死
活
問
題

で

ギ
リ
ギ
リ

の
選
択

だ

っ
た

〉
一
し
・つ

北
朝
鮮
海
域

で

の
操
業
は
水
産

庁

の
許

可
を
得
て
行

わ

れ

て
き

て
お
り
、
安
全
確

保
と

経
済
制
裁
強
化

を
理
由
と
し
て
25

11

に
許
吋
は
取
り
消

さ
れ
た

3
隻

の

船
主

は
「
国
策
に
は

従
う

一と
し
た
が
、

制
裁
辮

除
後

の
操
業

許
呵
と
漁
具
回
収

や
漁

獲
減
な
ど
損
失

の
補
償
を
求
め

て

い
る境

港

の
か
ご
漁
船

が
北
朝
鮮
近
海
ま

で
出

向

い
て
操

業

し

て

い
た
背

景

に

は

、

日
韓
暫
定
水
域

で
漁
業
秩
序
が
確

立

さ
れ
ず

、
H
本
船

が
嚇
実

ヒ
締
め
出

さ

れ

て
き

た
背
景

が
あ

る
、
他

の
日
本

の
カ

ニ
か
ご
漁
船
と

の
競
合

、
水
揚
げ

の
減
少

を

心
配
す
る
地
元

カ

ニ
加

に
業
者

な
ど

、
今
後
も
影
響

が
出

る

の
は
必
至
と

な

っ
て

い
る

ひ
ら
い
・
せ
い
じ

i
9
7
9
年
人
社

学
芸

部

烏
取
総
局
羅
道
部
な
ど
を
経
て

2
0
0

4
年
3
月
か
ら
境
港
支
局
.長

一 ロ メモ 境港 市

lll陰地 方のほぼ中央部の弓浜 卜卜島北端 に

位置し、1956年 に市制を施行...三 方を海に

囲 まれた面積28.75平 方 キ ロ メー トル、 人

口37,077入 〔8月 末)の ノ」・さな昂～市だが、

Ilゴくか ら港を中心に発展 して きた かつて

水揚げII本 一一を誇った水産 業は漁獲減少で

低迷 しているものの、ベニ ズワイガニ とズ

ワイガニを合わせたカニと生の クロマ グロ

の水揚 げはそれぞれ日本一・、また韓国、中

国との問に定期 コンテナ航路があ りli1陰最

大の物流拠点の役割 を果たしている.ソ ウ
ルとの国際定期便が飛ぶ米子空港 もある.、

漫画家水木 しげるさんの出身地で、妖怪 た
ちのブロ ンズ像12〔}体が 並ぶ水木 しげるロ
ー ドは鳥取県内一一の観光 スポ ットに成長し、

年間85万 人余 りのにぎわいを見せている,

113}
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OPECと の
出会い③

1
9

7
3
年
10
月

6
日
、

エ
ジ
プ
ト
軍

が
シ
ナ
イ
半
島
に
侵

攻

し

て
、
第

4
次
中

東

戦

争

が

勃

発

し

た
。

私
が

H
本
経
済

新
聞

の
特
派
員
と
し

て
ベ
イ

ル
ー
ト
に
着
任

し

て
半
年
あ
ま

り

の
こ
と
..

開
戦

か
ら
十
日
、

ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
の

O
P
E

C

(石
油
輸
出

国
機
構

)
加
盟

6
力
国

が
原
湘

の
公
示

価
格
を

バ
レ
ル

あ

た
り

3

・
0ー
ド
ル
か
ら
5

・
1ー
ド
ル

に
引
き
上
げ
、
O
A
P
E
C

(
ア
ラ
ブ

石
油

輸
出
国
機
構

〉
が

米
国
お
よ
び
イ

ス
ラ

エ
ル
を

支

援

す

る

国

々

へ
の
石

油

供

給

を

「
毎

月

5

%

削
減

す
る
」と

決

定
.

ア
ラ
ブ
諸
国

の
「
石

油

を
武
器
と
す

る
戦

い
」
が
始
ま
り

、

い

わ
ゆ
る
オ
イ

ル

・
シ

ョ
ッ
ク

(第

-
次

)

が
引
き
起

こ
さ

れ
た
。

ア
ラ
ブ

・
イ

ス
ラ

エ
ル
の
戦
闘
は

国
連

安

全
保
障
理
事

会

の
停

戦
決
議

で
10
月
末

ま

で
に
終
息

し

た
が

、
石
油
資
源

に
対
す

第1次 シ ョ ック

せ

な

い

『
O
P

E

C
』
。

総

会

、
閣
僚
会

議
そ
し

て
加
盟

国

の
動

き
を

追

っ
て
3
年

間
ほ
ど

ベ
イ
ル
ー
ト
、

カ
イ

ロ
を
拠
点

に

東

は

テ

ヘ
ラ

ン
、

ク

ゥ

ェ
ー

ト
、

リ
ャ

ド
、
西
は

ア
ル
ジ

ェ
、
ト

リ
ポ
リ
と
走
り

回

っ
た
.

現
在

に
比
べ
れ
ば
ま
だ
緩

や
か
で
あ

っ

主
権
に
目
覚
め
た
産
油
国

る
主
権

に
目
覚

め
た
産
油
国

の
戦

い
、
す

な

わ
ち
、
原
油

の
価
格

お
よ
び
生
産
量

の

決
定
権
を

メ
ジ

ャ
ー

(国
際
石
油

資
本

)

か
ら
奪
回
す

る

戦

い
の
火
は
収
ま

る
こ
と

な
く

、
Q
P
E

C

の
動
向

に
世
界
経
済

が

揺

さ
ぶ
ら
れ
る

こ
と

に
な
る
、

経
済
紙

の
特

派
員
と

し
て
は
、
目
を
離

▼
奥
田

斐
掲

原
油

価
格

,S
D
R

O
P
E
C
基
本
へ

門
..
..
唖
川!

hu

4̀
コ
眞
了

ざ
ー
.「
と

塵

●

原

油

値

ヒ

げ

の

方

向

.小
唆

た
が
、
飲

酒
は
禁
じ
ら
れ

て

い
る
イ
ス
ラ

ム
の
国
、.
取
材

で
汗
を

か

い
た
後

の
冷
た

い
ビ
ー

ル
を
渇

望
し
た

こ
と
も

し
ば
し
ば

だ

っ
た
,

75
年
6
月

に
は
、
原
油
価
格

の
S
D
R

(I

M
F

11
国
際

通
貨

基
金

11
の
特
別
引

き
出
し
権

)
表

示
が
議

題

に
な
る
と

い
う

の
で
、
O
P
E
C
閣
僚
会
議
会
場

の
西

ア
フ
リ
カ
、
ガ
ボ

ン

(
96
年

6
月

ま

で

加

盟
国
)
の
首
都

リ

ー
ブ

ル
ビ

ル

へ
飛

ん
だ
。

こ
こ
ま

で
取
材

に
来
た

目
本

の

記
者
は
ほ
か
に
は

い
な
か

っ
た
.、

こ
の

時

の
・記
事

「
S
D
R
表
示
、
基
本
合
意

」

(別
掲

)
は
、

そ

の
後

進
展

が
な
く

具

体

化
は
し
な
か

っ
た
。

こ
の
半
年
後

の
12
1-

21
日
に
は

、

ア

ラ
ブ

・
ゲ
リ
ラ
が
O

P
E
C
の
本

部
を

襲

撃
、
サ

ウ
ジ

ア

ラ
ビ

ア
の
ヤ

マ
ニ
.右

油
相

〔当
時

)
ら
を

人
質
に
立

て

こ
も

る
と

い
う
事
件

が
発
生
、
雪
の
降

り
し

き

る
、

ク
リ
ス

マ
ス
の
飾
り
が
美

し

い

ウ

ィ
ー
ン
に
駆
け

つ
け
た
こ
と
も

あ

っ

た
.思

え

ば
、

『
O

P

E
C

、
は
記

者

冥

利
に
尽
き

る
取
材
対
象

で
あ

っ
た
.

〔お
く
だ

・
よ
し

の
り

T
V
Q
九
用

放
送
顧
問

.兀
日
本
経
済
新
聞
・記
者

)

〔14}
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■

会

議

報

告

第

蹴

回

企

画

委

員

会

(
10

・
3

宴
会
場

〕

今

後

の
ゲ

ス

ト

候
補

や

研

究

会

な

ど

に

つ

い

て
協

議

し

た

.

出

席

宇

治

委

員

長

、
宮

田

〔
謙

)
、
石
井

、

中

井

(良

)
、

橋

本

、

中

井

(康

〉
、

脇

、

田

崎

、

菅

沼

、

影

山

、

川

.μ
、

井

田

、

芋

原
、

和

田

、

廣

瀬

、

國

府

、

..「好

、

柴

田
、

藤

村

の
各

委

員

。

第

錨

回

会

報

委

員

会

(
10

・
13

シ

ル
パ
ー

ル
ー

ム
〕

10

月

号

に

つ

い

て
意

見

交

換

し

た

後

、

H

月

号

の
編

集

や

「
リ

レ

ー

エ

ッ
セ

ー

」

の

テ

ー

マ
な

ど

に

つ

い

て
協

議

し

た

,

明

年

1

月

号

の

「
新

春

随

想

」

を

多

田

昭

重

氏

〔
西

日

本

新

聞

)

に

依

頼

す

る

こ
と

に

し

た

。

出

席

住

田
委

員

長

、
池

谷

、
石

田

、
仙

石

、

高

橋

の
各

委

員

、

第

脚
回

会

員

資

格

委

員

会〔10

・
20

大
会
議

室

〕

H
月

ー

口
付

の
会

員

入

退

会

を

審

議

し

、

理
事

会

に

答

申

し

た

出

席

高

畑

、

伝

川

、

泉

、

田

中

、

柿

原

、

工
藤

の
各

委

員

.

第

矧

回

理

事

会

(書

面

)

一
、

ク

ラ

ブ

賞

規

約

と

内

規

に
も

と

づ

き

、

2

0

0

7

年

度

の

日
本

記

者

ク

ラ
ブ

賞

を

実

施

す

る

こ
と

を

了

承

し

た

.

.
、
第

15

期

〔
2

0

0

7

・
2

0

0

8

年

度

}

ク

ラ
ブ

賞

推

薦

委

貝

を

左

記

の
会

員

に

委

嘱

し

た

.

(
*
印

新

任

・
敬

称

略

}

相

田

洋

〔
N

H

K

出

身

V

*
金

指

正

雄

〔
日

経

出

身

)

佐

藤

信

行

(共

同

出

身

)

*

田

畑

光

永

〒

B

S

出

身

)

播

谷

実

(読

売

出

身

)

吉

付

信

亮

〔
中

日

出

身

)
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8
月

に
着
任
し
た
,

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク

と

ギ
リ

シ
ャ
の
隣
国

ア
ル
バ

ニ
ア
で
の

経
験
が
あ
る
「
「
こ
れ
だ
け

の
規
模

で
、

こ
れ
だ
け
安
全

で
、

こ
れ
だ
け
ク
リ

ー

ン
な
都
市

は
み
た

こ
と
が
な

い
」
と
。

東
京

の
印
象

を
興
奮
気
味
に
話
す

.

大
使
館

は
六
本
木

ヒ
ル
ズ

の
す

ぐ
そ

ば
。
同
じ
町
内

に
古

い
神
社
や
ヒ

婦
と

し

て
お
気

に

人

り

の
個
人
商

店

も

あ

る
,

こ
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
気

に
人

つ

て

い
る
と

い
う

、
東
京

の
生
活

リ
ズ

ム

に
波
長
が
合
う

の
か
、
週
末
、
家

族

で

近
所

へ
出

か
け
る

の
が
と

て
も

た

の
し

い
と
。
「散
歩

中

に
神

社

や
お
孚

を

見

つ
け
る
と
日
本
人

の
す

る
よ
う

に
す
ぐ

に
お
ま

い
り
し
ま
す
.
宗
教

の
違

い
な

ん
て
気

に
な
ら
な

い
、一
古
代
ギ
リ

シ
ャ

は
多
神
教

だ

っ
た
わ

け
だ
し
・・…
・」
。

自
身

の
宗

教
は
も
ち

ろ
ん
ギ
リ

シ
ャ

会 員 イ ンタ ビュー

正

教
.

「東

京

に

教
会

は

な

い

の
で
、

こ
の
前

の
日
曜

目
に
お
茶

の
水

の

ニ
コ

ラ
イ
堂

に
行

き
ま
し
た
、

ロ
シ

ア
正
教

と
は
も
と
も

と

同
じ
な

の
で
、
.↓.u葉

の

違

い
も
気

に
な

ら
な
か

っ
た

一
と
、

ギ
リ
シ

ャ
の
こ
と
を
話
し
始

め
る
と
、

占
代
文
明

か
ら

、
ペ
ル
シ

ャ
戦

争
、
ビ

ザ
ン
チ

ン
帝

国
と
話
題
が
駆

け
巡
り
、

つ
い
て

い
く

の
が
大
変
.
聞
く

方
も
す

っ
か
リ
ギ

リ
シ

ャ

・
モ
ー
ド

に
入
り
、

無
謀

に
も
古

代
哲
学
者

の
中

で
は
誰
が

好
き
か
な

ど
と

た
ず
ね

て
し
ま

っ
た
.

プ
ル
さ

ん
は
少

し
間
を
お

い
て
、

ア
リ

ス
ト

テ

レ
ス
と

答
え

た
、

「
合
理

的
、

実
践
的
な

思
索

は
、
現
代
生
活

の
指
針

と
し

て
も

十
分

に
通
用
す

る
か
ら
」
.

父
親

の
生
ま

れ
は
ホ

メ

ロ
ス
の
出
身

地
と

い
わ
れ
る

エ
ー
ゲ
海

の
イ
オ

ス
島
.

エ
ー
ゲ
海

に
は

大
き

い
島

だ
け

で
も

50

デ ス ピナ ・プ ル

ギ リシャ大使館一等書記官

(広報 ・文化担当)

ほ
ど
あ

る
が
、
自
分

が
訪

れ
た
中

で
は
、
サ

ン
ト
リ
ー

二
島
が

ベ
ス

ト
だ

と

い
う
,
「
海
底

火

山

の
噴

火

の
影
響

で
、
景
観

が
飛
び

ぬ
け

て

ユ
ニ
ー

ク
。
言
蘂

で
伝
え

よ
う

と
す

る
と

、
そ
の
価

値
が

目
減
り

し
て
し
ま

う
ぐ
ら

い
美
し

い
」.

夫

の

フ

リ
ガ

ナ

ス
氏

は
次

席

(参
事
官

)
。
一
人
娘

で
16
カ
月
の
カ

テ
リ
…
ナ
ち

ゃ
ん
が

い
る
.
(石
川
)

E
U
加
盟
広
報

・
報
道

担
当
者
と
懇
談

E
U
加
盟
国

の
在
京

大
使
館
広
報

・
報

道
担
当
者

の
会

合

に
講
師
と
し

て
招

か
れ

た

〔
10

・
4
)
。

調

に
財
政
的

理
由

な

の

だ

ろ

う
が
、
加

盟

国

の
ク

ラ
ブ
会

貝

は

年

々
減

っ
て
い
る
。

駐
日
E
U
代
表
部
を

除
け
ば
、

い
ま

は
ギ

リ
シ

ャ
と

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
と

フ
ラ
ン

ス
だ

け
に
な

っ
て

い
る
、

声
を
か
け
て

く
れ

た

の
は
、

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
大
使
館

の
リ
サ

・
カ
ル
ビ
ネ

ン
参
事

官
、

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド

が

こ
と
し
後
半

の
E

U
議
長
国
な

の
で
、

こ
の
会
合

の
幹
事
を

ま
か
さ
れ
て

い
る
、
.夏
以
降
大
幅

に
入

れ

替
わ

っ
た
各

国

担
当
者
向

け
に
、

ク
ラ
ブ

の
概
要

や
役
割

に

つ
い
て
説
明
し

て
ほ
し

い
、
と
依
頼

さ

れ
た
.

16
力
国
、
20
人

ほ
ど

の
参
加
者
た
ち

に
、

大
使
館
と
協
力

し

て
何

が
で
き

る
か
を
中

心

に
話
し
た
、

元
首
、
首
柑
、
外
相
な
ど

が
来
口
し
た
際

の
公
式
会
見

の
場
と
し

て

リ
ベ
ラ
ル
の
交

友

社
も
違

い
、
活
躍

舞
台
も
欧
州

と

米

国
と
異
な

る
,
共

に

ク
ラ
ブ
賞
を

受

賞

し
て

い
た
だ

い
て

い

る
が
、
熊

田
亭

さ

ん
と

の
交
情
が

こ
れ

ほ
ど
だ

っ
た
と

は
知

ら
な
か

っ
た
.
松

山
幸
雄
さ
ん

(
元
朝

日
論
説
主
幹

)が
、

8
月

12
口
、

パ
リ

で
死
去
し
た

「
藤
村

ク
ラ
ブ

は
約

40
年

の
実
績
が
あ

る
、
内
外

へ
の
発

信
力
と

ト

ッ
プ

・
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
た
ち

へ
の
影
響
力
を
有
効

に
使

っ
て
ほ

し

い
、

と
強
調

し
た
.

こ
の
ほ
か
、
文
化
関
連
行
事

の
記
者
発

表

や
少

人
数

の
懇
談

の
場
と

し
て
適
し

て

い
る
点

な
ど
も

P
R
.

意
見
交

換

で
は
、
独
大
使
館

の
フ
ィ
ー

ッ
ェ
広
報

部
長

が

「
駐
車

の
手

配
な
ど

ロ

ジ
面

で
も

ク
ラ
ブ
事
務
局

の
ア
レ
ン
ジ
は

完
壁
だ

」
と
発
 ,口
し
て
く
れ

た

.
こ
と
し

2
月

に

「
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド

の
タ

ベ
」
を

ク

ラ
ブ

で
開
催
し
た
、

カ
ル
ビ
ネ

ン
さ
ん
は

「想
定

を

超

え

る
参
.加

が

あ
り

、
自

国

の

イ
メ
ー

ジ

ア

ッ
プ

に
確
実

に

つ
な
が

っ
た

と
田
心
う

」
と
、

ク
ラ
ブ
と

の
連
携
を
評
価

し
た
.、

少
し

は
参
加
者

の
皆
さ
ん

に
役

に
立

つ

話

が

で
き

た

の
で
は
な

い
か
と

思
う
が
、

英
語

で
相

互

の
立
場
を
踏
ま
え
、
わ
か
り

や
す
く
話

す

の
は
骨
が
折
れ

る
こ
と
を
再

確
認
し

た
機
会

で
も
あ

っ
た
。

(石
川

)

信
さ
ん
を

悼
む
」
を
、
世
界

の
11
月
号

に

書
か
れ

て

い
る
.

リ
ベ
ラ
ル
を
代
表
す

る
二
人

の
駆
け
出
し
は
、
時
期

は
ず
れ

る
が
偶
然

長
野
支
局
..
い
ま

は
紅
葉

一

面
か
も
、一
読
後
、
国
際
記
者

の
向
先
輩

か
ら
学

ぶ

べ
き
は

「
品
位
と
読
書

」
だ

と

い
う

こ
と
を
得
心
し
た
。

(玄

)

ll5:1
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不

都

合
な
真

実

…

ア
ル
・
ゴ
ア
の
信
念
と
情
熱

二

瞬

だ

け
米
国

の
次

期

大

統
領

に
な

つ
た

ア
ル

・
ゴ
ア
で
す
」

映
.画
は
、

こ
ん
な
自

己
紹
介

で
笑

い
を

誘

い
な
が
ら

始
ま

っ
た
、

.兀
副

大
統
領
の

地
球

温
暖
化

対
策
を
訴
え

る
講

演
活
動
の

記
録

で
あ

る
、

姿
を

消
し

た
キ
リ
マ
ン
ジ

ャ

ロ
の
雪
、

氷

が
見

つ
か

ら
ず

に

お

ぼ
れ

死

ぬ
シ
ロ
ク

マ
、
強

さ

を
増
す

ハ

リ
ケ
ー

ン
…
…

、
衝

撃
的

な
映
像

や
豊
富

な

デ
ー

タ
を

次

々
に

繰
り
出
し
な

が
ら
、

地
球
の
危

機
を
訴
え
、

、
不
都

合

な

真

実
L

か
ら
目
を

そ
む
け
る

ブ

ッ
シ

ュ
政

権
を
痛

烈

に
批
判
す

る

取
り
L
げ

ら
れ
て

い
る
個

々

の
デ
ー
タ

や
現
象

の
解

釈
に

つ
い
て

は
、
議
論

の
余

地
が
あ

る
か
も
し
れ
な

い
、
し

か
し
、
地

球
環
境

の
大

き
な
変
化
は
現

実

の
問
題
で

あ
り
、
座
視

し
て
は
い
け
な

い
と

い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ

は
説
得
力
が
あ

る

一

大
統

領

選

で
敗
北
し
た
後

、「
地

球
の
危

機

を
伝

え

る
の
が
使
命
」
と
、
米

国
内
だ
け

で
な
く
、
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
含
め
て
ト

回
以
ヒ
の
講
演
を

こ
な
し
て
き
た
と

い
う

,

89
年
、

マ
サ

チ

ュ
ー

セ

ッ
ツ
L
科

大
学

で
、
環
境
を
語

る
ゴ

ア
氏

の
熱
弁
が

聴
衆

を

魅
.ー
し

て
い
た
こ
と
を
思

い
出
す

-
情

熱

は
変
わ
ら
な

い
、

き

っ
か
け
は
映

画
の
中

で
も
語
ら
れ
る
.

母

校

ハ
ー

バ
ー

ド
大

の
溝
義
で
環
境

問
.題

良己蓄r:u[P日1曳1詫li

に
目
を
見
開
か
さ
れ

た

こ
と
、
交
通
事

故

で
息
壬
を
失

い
か
け

た
経
験
が
地
球

環
境

の
大
切
さ
を
.再
認
識

さ

せ
た

こ
と
.

ッて
の
ゴ

ア
氏

を
擁

し
た
前
政
権
で
す
ら
、

米

国
は
温
暖
化

問
題

に
前
向
き
に
な
れ
な

か

っ
た
こ
と
は
事
実
、

だ

し
か
し
、
強

い

信
念

と
情
熱
を

持

っ
た

政
治
家
を
ど
れ
だ

け
持

つ
か
、
そ

こ
に
お

そ
ら
く
国

の
将
来

が

か
か

っ
て
い
る
、、

見
終
わ

っ
て
、
も
し

ゴ

ア
氏
が

可

瞬

だ
け

の
次
期
人

統
領
`

で
な
か

っ
た
ら
、

と
考
え
ず

に
は

い
ら
れ

な
か

っ
た
.

今
、

私

た
ち

は
ず

い
ぶ
ん
違

っ
た
世
界
に

い
た

こ
と

は
間
違

い
な

い

朝

日
新
聞
論

説
委
員

辻

篤
子

エ
ン

ロ
ン

報

臓

器

騨

.
…
.罪
の
感
覚
”
ま
ひ
に
驚
愕

米
国

の
経
済

社
会
を
震
憾

さ
せ

た

エ
ン

ロ
ン
社

の
破
綻

か
ら
5
年
.

経
営

規
律

の

強

化
を

U

指
す

企
業

改

吊

法

が

施

行
さ

れ
、
今
年

10
月

に
は
.兀
最

高
経
営

責
任
者

の
ス
キ
リ

ン
グ
被
告
に
禁

固

24
年

4
カ
月

の
判
決
が
ド

っ
て
、
こ

の

一
件
も

.
段
落

し
た

そ

ん
な
と
き
、
野

件
を
振

り
返

っ

て

問

題

の

核

心

を

と

ら

え

よ

う

と

す

る

ド

キ

ュ

メ

ン

タ

ー2

1

映

画

が

現

れ

た

エ

ン

ロ

ン

は

ケ

ン

・
レ

イ

.疋
会

、長

λ

'

年

7

月

に

死

熟
ご

に

よ

っ

て

1

9

8

5

年

に

創

設

さ

れ

、

15

年

で

全

米

7

位

の

企

業

と

な

る

.

だ

が

2

0

0

L

年

10

月

に

「.
ウ

オ

ー

ル

ス

ト

リ

ー

ト

・
ジ

ャ

ー

ナ

ル

」

紙

が

エ

ン

ロ

ン

と

f

会

社

の

癒

着

を

報

じ

た

の
を

き

っ
か

け

に

粉

飾

会

計

な

ど

の

不

正

が

衣

面

化

2

カ

月

で

破

綻

し

た

映

.画

は

、

エ

ン

ロ

ン

の

経

営

に

初

め

て

疑

問

を

呈

し

た

フ

ォ

ー

チ

ュ

ン

誌

所

属

の

女

性

記

者

と

、

も

・7ー

.
人

の

男

性

記

者

と

の

肱
驚
者

〔
↓
=
①

しり
ヨ
m『
ε
竺

O
=
》♂

[=
二
拓

刃
つ
つ
ヨ

〕

を

ヒ

台

に

、

両

記

計

や

.垢
社

員

の
証
...[
、
株
主
総
会

の
記
録
映
像

な
ど
で

構
成

し
、
不
正
が
広

が

っ
た
過
程
を

つ
ぶ

さ

に
検
証

し
て

い
る

、

驚

く

の
は
、
経
営
者

ら

の
「.罪

の
感
覚

」

の
ま

ひ
で
あ

る
.
決
算

に
疑
問
を
持

つ
投

資
家

が

「な
ぜ
貸
借

対
照
表
を
発
表
し
な

い
の
か
」
と
問
う

と
、

ス
キ
リ

ン
グ
被
告

IW'、 、■W「
.匹幽nr〔 】n・R1匡)VL〔'、('〔 レ【」

は
「
ご
指
摘
に
感
謝
」

と
述

べ
、
間
を
置

い

て

「
バ
カ
野
郎
」
と

小
声

で
[
走
る
、
カ

リ

フ
オ
ル

ニ
ア
州
大

停
電

で
は
、
電
気

の

価
格
を

つ
り
L
げ
る

た

め
供
給
を
止
め
る

と

い
う

暴

挙

に

出

る
..
停
電

で
困
惑
す

る
高
齢
者
を
か
ら
か

っ
て
笑
う
声

(録
音

〕

が
流
れ
る
と

い

っ
た

具
へ
日
だ

.

エ
ン
ロ
ン
事
件

は
自

由
化

が
先
行
し
規

律
強
化
が
後
れ
た
た

め
起
き
た
と
も

い
え

る
が
、
映
画
を

み
る

と
結
局
は
人
問

の
問

題
と
思
え

て
く

る
、

ル
ー

ス

・
ベ
ネ

デ
ィ

ク
ト
が
指
摘
し
た
欧
米

の

、罪

の
文
化
」

は
ど

こ
か
で
大
変

容

し
た

の
だ

ろ
う
か

.

日
本
経
済
新
聞

論
説

副
L
幹平
田

育
夫

Il6)
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映
.画
の
最
後

に
、
横

川
め
ぐ
み
さ
ん

の

父

・
滋
さ
ん
が
撮

っ
た
家
族

ス
ナ

ッ
プ
が

映

し
出
さ
れ
る
.
新
潟

市

の
寄
居
浜

で
目

本

海
を
眺
め
る
め
ぐ

み
さ

ん
と
双
r

の
弟

た
ち
、
そ
し
て
母

・
ロ「
紀
江
さ
ん
.
ど

こ

に

で
も

い
そ
・・2
な
彰

せ
な
家
族
は
、
そ

の

一
年
...ヵ
月
後

に
、
眺

め

て

い
た
海
を
隔

て

て
引
き
裂
か
れ

る
。

映
.画
は
奇
を

て
ら

わ
ず
、
記
録
資
料
、

関
係

者

の
証
ン
.口
を

淡

々
と

つ
な
ぐ

こ
と

で
、
逆

に
賢
件

の
む

ご
さ
を
浮
か
び
ヒ
が

ら
せ

る
.
映
画

の
メ

ッ
セ

ー
“ン
は

刀
家
族

の
愛
と
勇
気
」
だ

ろ

う

.
奪
わ
れ
た
娘
を

思

い
、
老

い
た
父
と

母
が

U
傘
を
さ
し

て

寄

居
浜

に
た
た
ず
む

シ
ー

ン
が
何
度
か
挿

入
さ
れ

る
,
見

る
者

は
、
事
件
か
ら
卸
年

と

い
う
年
月

の
重

さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
る
.、

横

旧
さ
ん

.
家
を
私

が
初
め
て
取
材
し

た

の
は

1
9
8
3
年

5
月

31
日
夜

の
こ
と

だ
.
事
件
か
ら
5
年
半

が

た

っ
て

い
た
。、

「
消
息

が
分
か
る
ま

で
」

と
新
潟
勤

務

の

続

行
を
希
望
し
て

い
た
滋
さ
ん
に
東
京

へ

の
転
勤
辞
令

が

出
た

の
だ
.
当
時

は
む

ろ

ん
、
北
朝
鮮

の
拉
致
だ
と
は
思

い
も

よ
ら

な

か

っ
た

、
「
大

勢

の
人
た

ち

の
温

か

い

励
ま
し
と
力
添

え

の
お
か
げ

で
、
私
た
ち

は
泣
き
な
が

ら

で
も
今
日
ま

で
や

っ
て
こ

ら
れ
た
.
そ
う

で
な

か

っ
た
ら
新

潟

は
嫌

な
思

い
出
ば

か

り

の
」
地
に
な

っ
て

い
た

か
も
し
れ

ま
せ

ん
」
。
引

っ
越

し
準

備
が

進
む
自
宅

で
、

夫
菱
は
め
ぐ

み
さ

ん

へ
の

思

い
、
新
潟
を

去

る
に
あ
た

っ
て
の
心
境

[口SarとLrir11じdia【 ,LC2αM

を
切
々
と
話

し

て
く

れ
た
、
そ
の
場
面

が
、
映

.画
の
シ
ー

ン
と

.

.屯

写
し
と
な

っ
た
み
怒

り
、
悲
し

み
、

や
る

せ
な
さ
が
心

に
ず
し

り
と
残

る
映

.画
だ

っ

た
り
m
月

5

H
に
都

内

の
ホ
テ

ル
で
開
か

れ
た
め
ぐ

み
さ

ん
の

42
歳

の
誕
生

会

で
、

早
紀
江
さ

ん
は

映
画

に
つ
い
て

「
ど

ん
な

大
き
な
ケ

ー
キ

よ
り

い
い
誕
生
祝

い
」
と

語

っ
た

、
多
.く

の
人

に
見
て
も

ら

い
た

い

と
願
わ
ず

に
は

い
ら
れ
な

い
、

新
潟
[
報
東

京
支
社
報
道
部
長
伊
藤

直
人

め
ぐ

み

剰
腱
雛

練
た
…
年
月
の
重
み

愛
と
勇
気
と

マ
イ
B
O

O

K

マ
イ

P

R

安

倍

政

権

の

日

本

星

浩

〔朝
目
新
聞
細
集
委
員
ぽ

戦
後

で
は
最
も
若

い
52
歳

の
首
相
が
誕

生

し
た
.
自
民
党
総

裁
選

は
、
福
川
康

丸

氏

の
出
馬
断
念

で
「消

化
試
合
」
と
な
り
、

盛

り
ヒ

が
り
を
欠

い
た
。

そ
れ

で
も
、
安

倍

政
権

の
誕
生

は
、

[
本
政
治

の

.
つ
の

転

換
点
と
な
る

だ
ろ
う

。
憲
法
改
止
、

ア

ジ

ア
外
交
、
構
造

改
革

は
ど
う
な
る

の
か
、

そ
し

て
小
沢
民
主
党

と

の
対
決
は
…
…
、

政
権
発
足

の
経
過
を

た
ど

る
と
と
も
に
、

さ
ま

ざ
ま

な
政

策

課

題

の
行
方
を

占

っ

た

学
者
と

の
対
談

も
収
録

朝
H
新
聞

が
創

刊

し
た
12

冊
の
新
書

の

一
泄
,

〔朝

日
新
書

7
3
5
円

)

「
ク
ラ
ブ

賞

」

候

補
者

の
推

薦

を

明
年

1
月

31
日
が
締
め
切
り

取
材
、
報
道

、
評
論
活
動
な
ど
を
通
じ

て
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
顕
著
な
業
績

を
あ
げ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
信
堀
と
権

威
を
高
め
た
個

人
を

「
日
本
記
箭
ク
ラ
ブ

賞
」
候
補
と
し

て
ご
推
薦
く
だ
さ
い

締

め
切
り
は
1
11
31
日

〔水
〕
で
す
.

「選
考
基
準

」
は
左
記

の
通
り
で
す
.、

1
現
役
ジ
諏、
ー
ナ
リ
ス
ト
個
人
に
与
え
ら

れ
る
賞
で
あ
る

〔現
役
と

い
う
意
味
は
現

に
活
動
し
て

い
る
と

い
う
こ
と
で
故
人
は

対
象
と
し
な

い
ご
2
象

ク
ー
プ
賞
で
は
な

針
路
を
海
に
と
れ

海
洋
国
家
日
本
の
か
た
ち

大

山

高

明

{日
本
海
∬
新
聞
社
代
撮
取
締
投
社
長
}

「
こ
の
国
を

駄

口
に
し

て

い
る

の
は
大

r

メ
デ

ィ
ア
で
は
な

い
か
」
と

い
う

一
綿

の
人
が

い
る
.
時
代

の
す
う
勢

、
時

の
指

導
者
、
兄

え
ざ

る
手
等

々
に
責

を
帰
す
る

意
見
も

あ

る
.

「所
詮

国
家

は

そ

の
国
民

の
レ
ベ
ル
に
し

か
な
れ
な

い
」

の
が
実
態

で
は
な
か

ろ
う

か
.

こ
の
ま
ま

で
は
民
族

の
自
覚
と
誇
り
を
失

っ
た

日
本

に
な
り
か

ね
な

い
、

縄
文

の
祖
先
が
持

っ
て

い
た
日

本
海
洋
民

の
D
N
A
と
勇
気
を

取
り
.尻
す

時
が
来
た

.
専

門
新

聞
の
親
父

の
静
か
な

胞
曝
に
も

.封
を
傾

け
て
も
ら

い
た

い
”

〔産

経
新

聞
出
版

1
4

7
0
円

〕

く
、
特
に
最
近
数
年
問
の
業
績
が
顕
吾
で

あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。
①
そ

の
存
在

お
よ
び
業
績
が
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
活

性
化
と
成
熟
に
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
よ

う
な
個
人
を
顕
彰
す
る
、

会
員
お
よ
び
会
員
社
に
属
す
る
方

々
が

候
補
有
資
格
者

で
す

推
薦
者
は
所
定
の

川
紙
に
記
人
し
、
推
薦
理
山

〔2
0
0
0

字
以
内
}
に
参
考
資
料
を
添
え

て
提
出
願

い
ま
す
.
推
薦
委
員
会
、
選
考
委
員
会
で

は
添
付
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
審
査
し
ま

す

詳
細
は
事
務
局

へ
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
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新 しいOB会 員

クラブ施設では会員による各種の会合が行われていま

す、企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてク

ラブを利用しています

■シンポジウム 「アメリカ ・イスラム ・中国一新政権の

日本外交 を語 る」 主催=日 本 ウズベキスタン協会

日米同盟を基軸 としながらも、 日本はアジアや イスラ

ム社会とどうつ きあってい くのか一 日本外交のあ るべ き

姿について五百旗頭真防衛大校長、伊藤芳明毎 日編集局

長、lq分 良成慶大教授、酒井啓チ 東京外語大学院教授、

田中均前外務蕃議官、 ジャーナリス ト罵信彦氏 らが討論

した.,qO.610階 ホール)

照 会先:日 本ウズベキスタン協会Te1;03-3593-1400

http:〃homepage2.nifty.cDnl/silkroad-uzbek〆

■ 第13回 は が き エ ッセ ー コ ン テ ス ト表 彰 式

新 聞 配 達 の 電 要性 に つ い て 理 解 を深 め て も ら う た め ス

タ ー ト し た コ ン テ ス ト。131`」1目 の 今 年 は4.654編 の 応 募

が あ り、 「大 学 生 ・社 会 人1「 中 学 生 ・高 校 生1「 小 学 生 、

の 各 部 門 で 最 優 秀 賞 、 優 秀 賞 、 審 査 員 特 別 賞 、 人 選 が

選 ば れ た,.最 優 秀 作 ・111村 人 生 さ ん 〔43歳)の 「僕 は

若 い こ ろ 、 「新 聞 屋 さ ん 』1な ど 入 選 作 はhUp:〃www,

readme-press.com/essay/13tlme・lndex、htm[で 読 む こ と

が で き る.,qO.710階 ホ ー ル}

照 会 先:ll本 新 聞 協 会 経 営 業 務 部TellO3-3591-4405

■日中問題で提言一平和 と安全を考えるエコノミス トの会

1年 半かけてまとめた提言 「日中経済 ・政治関係の強

化 と地域経済協調一 束アジアの安定的な発展をめざして
一}を 理 事長の河合正弘東大教授が発表 した「』(10.10

宴 会場)

照 会先=同 会i1本 支部東京事務局Tel=03-5435一 呂355

■ 日本ジ ャーナリス ト懇話会10月 例会

西村陽一朝H新 聞政治部長が 「安倍新政権 待 ちかま

える難局.の テーマで講演 した、qO.19大 会議室1

■ ア ジ ア ・バ ロ メ ー タ ー か ら見 る 中 国 の 市 民 意 識 と対 外

認 識

「ア ジ ア ・バ ロ メ ー ダー 」 と は ア ジ ア の 普 通 の 人 々 の

日 常 生 活 に 焦 点 を 当 て た 世 論 調 査.ダ イ ナ ミ ッ ク に 変 容

す る 中 国 の2DD6年 調 査 を 踏 ま え 、 中 国 人 の 家 族 観 、 教 育

観 、 不 平 等 観 な ど に つ い て 猪 口 孝 中 大 教 授 、 園 旧 茂 人 早

大 教 授 、 田 中 明 彦 東 大 教 授 ら が 報 告 した.

「ア ジ ア ・バ ロ メー タ ー 」 詳 細 は 猪 「1教授 のHP(http=「 ♂

www.ioc.u-tokyo.ac.;p,'inoguchi'.)か ら ア ク セ ス で き る..

(10.19人 こ会r羨室)

■ 日本医師会定例記者会見

医師会が行った 「療養病床の再編 に関する緊急調査」

の結果について天本宏、鈴木満、中川俊男の各常任理事

が会見 した。報告資料はHP(http:〃www.med.orjp/)

に掲 載されている、.qO,25大 会議室)

照 会先:口 本医師会TclIO3-3946-212】

■東京新聞フォーラム 「日中文化交流 新時代を築く」

東京新開本祉移転と日中文化交流協会創立50周年を記

念 して開催 、中国作家協会副主席の鉄凝氏が基調講演 し

たあ と、青木保早 尺教授、小粟康平映画監督、白樺中国

杜会科学院研究員.川 村範行東京新聞論説委員(コ ーデ

ィネー ター1ら でパネル討論、内容 はII月25日 付紙面に

掲載 される{10.2610階 ホ ール)

照 会先:東 京新聞新世紀懇話会Tel:03-6910-2086

(18}
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バ ー、 レス トラ ン、宴 会
.了雰糸り電 蕗舌 手n食3503

.2723を 尊食3503-2766

スタンダー ドジャズ ・シ リーズ

11月 は 「イエス タデー」

先 月から始 まった カクテルとノン・

ア ル コ ー ル の2禰 類 を楽 しん で い た だ く シ リ ー

ズの 第2弾 で す .、今 月 は 燃 え る 秋'「 か ら イ メ

一 ジ をふ く ら ま せ ま し た 、 メー ン は トマ ト ジ ュ ー スで 、

カ ク テ ル は お 馴 染 み の 「BloodyMary-、,ウ オ ツ カ 抜 き

の ノ ン ・ア ル コ ー ル の11未もお 試 し くだ さい 。

園
割烹 「山蕗」 の き りたんぽ鍋 を原価 で

ql月20日 一12月1日}

秋 田の割烹 「山蕗1特 製の きりたんぽ鍋 を、

ことしも原価の2.000円 〔1人 前/で 提供 します。すでに

12組67人 の 予約 をいただいています1=.おふ た りか らお受

け しますので、早めにお申し込み ください、、

ふ ぐ特別 コー ス 〔5,880円 〉 がおす すめ

〔12月4日 一〇7年2月21D

毎 年 好評のふ ぐコー スを明年2月 初旬 までお出ししま

す,ヒ レ酒も用意します.,必 ず予約 をお願い します.,

〔板長:藁 科・浩)

先付2点 ふ ぐうす造 り 獅照焼 ふ ぐ唐揚 げ ふ ぐ鍋

と旬の野菜 ふ ぐ雑炊 アイスクリーム

540キ ロ 力 ロ リ ー の ヘ ル シ ー コ ー ス

(llFjl3日 一12月2211}

フ ル コ ー ス な の に 総 カ ロ リ ー は わ ず か540キ

ロ で す.,メ ー ン は ブ イ ヤ ベ ー ス 以 ズ キ 、 蝦 夷 あ わ び 、

車 エ ビ 、 ホ タ テ 貝 入 り)で す 、 こ れ に 前 菜 、 青 リ ン ゴ と

ナ ッ ツ の サ ラ ダ、 杏 仁 豆 腐 と フ ル ー'ン 、 コ ー ヒー が つ い

て2.730rqで す.ラ ンチ タ イ ム に も お 出 し し ます,.

(シ ェ フ:黒 須 修 ・)

個 室 での忘年会 ・新年会 プラ ン

(ll日2{〕日 ～07年2月16[D

お手 軽なパーティー ・プランを用意 していま

す.,.お 一一人3,300円 〔洋 食8品+寿 司 、 そ ば 、 デ ザ ー トつ

き}で 、 飲 物 ・部 屋 代 は 別 で す が 、1200円 を プ ラ ス して

飲 み 放 題(2時 間1に す る こ と も で き ます.な お 、 お 酒

の 持 ち 込 み 料 は 無 料 で す..10人 か ら お 受 け し ます..

予 約 ・問 い 合 わ せ は3503-2724の 貸 室 担'「iへ 、

クラブの電話 ダイヤルイン

肩1食 レ ス トラ ン 〔9階)

3503-2723

洋 食 レ ス トラ ンqO階 〕

3503-2766

貸室r約 、宴 会 打 ち 合 わ せ

3503-2724

受 付

3503-2721

ク ラ ブ 行 事 へ の 申 し込 み

3503-2722

∫}Li`罫務

3503-2725

経 理

3503-2728

会 見 申 し込 み ア ド レ ス

kaikenψjl1Pc.〔 〕r.jP

URLア ド レ ス

htτP://www,jrLpcρr.jp

会報委員会

委員長=住 田良能

委 員;言也谷 忍 石田昭彦 伊藤一三郎 仙石伸 也

高橋利行 西田善夫 松本侑壬チ

連 絡;長 谷川和子 本庄 瓦月

(電 話03-3503-2752FAXO3-3503-72アD

ク ラ ブ会 見の報道 の仕 方で お願 い

長野放送の社長を引いて、最近、個人会員になった佐

久間 芳夫さんか ら、'拝務局へ.注 意一1のメールをいただ

いた クラブで 行 った 工(⊃Cの ロゲ 会長会 見qG.

19〕を タノムNHKの テ レビで見たが、「ll本記者クラプー

でなく 諸1;内で会見 」となっていた というご指摘.

六本木か どこかび)クラブでやっているのでなく、報道

各社が協ノJして設 ・:疋したナ ショナ ル ・ブ レスクラブが室

催なのだか ら 「1{本記者クラブで会見」 と報 じるべ きで

はないですか、 とのご注意だった..

ご もっともなので、lll・速 、NIIKへ 連 絡をとり,再 確

認 して もらった その結果、 公明党の 太lll新代 表1:雇0.

25}の 昼食会か らは1-II本 記 者クラブ 「とテロップを人

れるようにして くれた.

民 放の場合 もP日 本記 者クラブ」とメンションされな

いことが 目立つが、新聞、放送を問わず 会員社は、報道

機関 として†三体的に結成 した クラブだということを意識

して、必ず1日 本記者 クラブで会見し」と報 じていただ

きたい1岩 崎}

〈 法人会 員代表変 更 〉

テ レビ埼.1ξ 〔新}7}崎 勝 義{t表 取締役杜長

diD率 根 憲一一

信越放送1:新}Il倖 淳 男 代表取締役祉長

〔匪B塩 沢 鴻 ・

NIIKエ ン クー プライズ

〔宥Dモ 枝 武 代表取締役社長

〔1田 板谷 駿 一

く言卜報>

lll本肇 会員(NI.IK出 身、66歳}が1{}月29B、 心 不全

のため死去されました.謹 んでご冥福をお祈りいたします.

〈 会 員現 況 〉法 人会員146社 基 本歪学員812人

個 人会員1.648人 法 人 田占1人賛助公貝76社186人

特 別賛助 会員76人 名轡 ・功労会員IO人

討`222社2732人

HPh賃P://….jnpc.orjpノ

「会 見 速 記 録 」=10月 の 新 規 掲 載

● シ ー フ ァ ー 米 大 使 嘆.如1:06.10.27}● ゴ.フ ・ニ

ュ ー ジ ー ラ ン ド国 防 ・貿 易 相(06,10,24)● 中 川 秀

直 自 民 党 幹 事 長 「ll本 保 守 政 治 の1画 期 と し て の 安 倍

政 権 の 誕 生 」1:06,10.ll〕 ● 渡 辺 靖 慶 大 教 授 「「恐 怖

の 文 化 .;と=」 ミ ュ ニ テf-」 〔〔〕6.10,6}● 但 木 敬 一

検 事 総 長 「日本 的 民 主 主 義 と裁 判 員 制 度 」 ㊨6.8.251

● 大 沼 保 昭 東 大 大 学 院 教 授 「1護 憲 的 改 憲 論 』 の 根

拠 」[:06.3.10)● 木 原 正 博 京 都 大 学 教 授 「第2の エ

イ ズ の 時 代 一 若 者 た ち が 危 な い 」 〔02.5.3ω

今 後 の 行 事 予 定 〔1レ2現 在)

1[.151:水}15:30、.17:001101斗 亨;お一 」レ}

嘉 田 由 紀 ゴ・滋 賀 県 矢II'1匹記 昔 会 見

】】,20」:月)12:〔 〔}-13:45〔1〔M}皆 壮=一,レ1

酉室 泰 三 勅 福1勝 取 引1サ「村二長 昼 食 会

ll.22{水IIl5:00-16130〔10階 ホ ー ル:1

チ ャ ー ル ズ ・D・ レ イ ク1在 日 米 商 工 会 議

所 会 頭 記 者 会 見

行 事 案 内 専 用 電 話 〔}3-3503-3764

日時 の 変 史 な ど も 含 め 、 最 新 の ク ラ ブ 行 事 を テ ー プ で

お 知 ら せ して い ます.

〔19〕
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(`li濃 毎ll新 開 松 イく4辱11報道 部 写 呉 課)撮影 渡会 浩写 真 回 盾

北 ア ル プ ス洞 沢 カ ー ル の ナ ナ カ マ ド カ メ ラ な ど20キ ロ の

荷 物 を か つ ぎ1『.高地 か ら611芋 間 の 登[liを 経 て撮 影(10.61

文 系 、理 系 …?
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、
赤

や
黄
色
な
ど

明
る

い
葉

の
木
を
避

け

る
く

せ

が
あ

る
.
だ
か
ら

、
そ
れ
を
利
用
し

て

”
警

肥
ツ

し

て

い
る

の
だ

.

ネ

ッ
ト
ヒ

の
科
学

ニ
ュ
ー

ス

コ
ラ
ム

ー
気

に
な

る

科
学

ニ
ュ
ー

ス
調
査

一
に
よ
る
と
、
ま
じ
め
な
学

説

だ
が
、
説
得
力

に

い
ま
ひ
と

つ
欠
け
て

い
て
ま
だ

定

説
ま

で
に
は
な

っ
て
い
な

い
そ
う
だ
、.

か

た

や
、
広
辞
苑
を

ひ
も

と

け
ば
、
「
も

み
じ

」

は

「
紅
葉

」

一黄
、粟

」
と

も

書

き
、
上
代

に
は

モ

ミ

チ
と
清

跨

で

「
黄
葉
」
、

.平
安

以
降

,
紅
葉
」

と
多
.

く
書

く
、

と
あ
る

、

ヒ

代

で

冨

(菓
」
と
多

く
書

か
れ
た
と

い
う

こ
と

は
、
そ

の
時

代
に

,
こ
う

よ
う
」
し
た
木

々
の
葉

は
、

黄
、色

が
多

か

っ
た
の
だ

ろ
う

か
、
そ
れ
と
も
上
代

の

人

々
の

一
き
れ

い
」
感
覚

は
、
赤
よ
り
も
黄
色

に
対

し

て
強

か

っ
た

の
だ

ろ
う

か
?

季

節

の
訪

れ
を
伝
え
る

.
枚

の
写
真
だ
が
、

そ

こ

か
ら

い
ろ

い
ろ
な
想

い
が
頭

を
も
た
げ

て
く

る
.、
あ

な
た
は
理
系

、
文
系
ど
ち

ら

の
タ
イ
プ

・ノ

い
や
、

ど
ち

ら

で
も
な

い
.
「
や
ほ
な

理
屈
は

い
い
.

ほ

お

ー

っ
、
北

ア
も
紅
葉
真

っ
盛

り
か
と
、
素
直

に
味

わ

い
た

い
」
と

い
う
感
動
派

2

(僑
場
義
之

〕
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